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國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵

　
　
　「
神
主
竹
内
明
久
日
次
記
」（
座
田
文
書
）
の
解
題
と
翻
刻

遠　

藤　

珠　

紀　
　

　
　
は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
國
學
院
大
學
所
蔵
座
田
文
書
第
一
一
類
鳥
居
大
路
家
記
録
八
六
一
「
神
主
竹
内
師
久
享
禄
元
年
二
年
日
次
記
」
を
紹
介
す

る
（
以
下
、
本
記
と
称
す
る（

（
（

）。
本
記
は
書
状
や
詠
草
の
反
故
を
翻
し
て
記
さ
れ
、
袋
綴
じ
二
四
丁
の
冊
子
と
さ
れ
て
い
る
。
縦
二
七
糎
、

横
二
〇
糎
ほ
ど
で
、
傷
み
が
甚
だ
し
く
、
二
〇
一
七
年
に
修
復
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
八
六
〇
「
神
主
竹
内
明
久
享
禄
元
二
日
次
記
」

は
、
本
記
の
写
本
で
あ
る
（
以
下
、
写
本
と
称
す
る
）。
江
戸
時
代
の
作
成
と
推
測
さ
れ
る
が
、
字
体
・
字
配
り
な
ど
比
較
的
原
本
を
意

識
し
て
写
さ
れ
て
い
る
。
縦
二
八
糎
、
横
二
〇
糎
、
二
二
丁
の
袋
綴
じ
冊
子
で
、『
唐
賢
三
躰
家
法
詩
』
巻
一
を
記
し
た
紙
を
翻
し
て
冊

子
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
適
宜
両
記
を
校
合
し
つ
つ
み
て
い
き
た
い
。

　

本
記
は
い
く
つ
か
の
ま
と
ま
り
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
年
代
を
確
認
し
、
便
宜
の
た
め
ま
と
ま
り
ご
と
に
番
号
を
ふ
る
。
本

記
冒
頭
は
表
紙
を
欠
い
て
お
り
、
一
丁
目
は
某
月
某
日
条
の
途
中
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
日
付
は
一
丁
目
半
ば
ほ
ど
の
二
三
日
か
ら
確
認

で
き
、
二
四
日
、
二
五
日
と
続
い
て
三
〇
日
に
至
っ
た
の
ち
、
一
丁
目
裏
の
途
中
か
ら
二
月
一
日
条
と
な
る
。
す
な
わ
ち
正
月
記
の
途
中
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か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
連
続
し
た
日
付
で
日
記
が
記
さ
れ
、
七
丁
目
裏
に
二
月
二
五
日
条
が
見
え
る
。
こ
の
最
初

の
部
分
は
何
年
の
日
記
で
あ
ろ
う
か
。
写
本
冒
頭
に
は
「
享
禄
元
・
二
日
次
」
と
あ
り
、目
録
の
史
料
名
は
「
享
禄
元
年
二
年
日
次
記
」
と
、

享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
と
比
定
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
享
禄
元
年
正
月
は
小
の
月
で
二
九
日
ま
で
で
あ
り
、
三
〇
日
ま
で
記
さ
れ

る
本
記
と
は
あ
わ
な
い
。
ま
た
本
記
二
月
六
日
条
に
彼
岸
入
の
記
事
が
あ
る
。
宣
明
暦
で
は
春
の
彼
岸
入
は
春
分
の
二
日
後
で
あ
り
、
こ

の
年
は
二
月
四
日
が
春
分
と
推
測
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
享
禄
元
年
は
二
月
二
四
日
が
春
分
で
、
彼
岸
入
は
二
月
二
六
日
と
な
り
、
や
は
り

適
合
し
な
い
。
も
う
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
二
月
二
〇
日
条
で
は
、
飛
鳥
井
雅
俊
等
が
堺
に
大
内
氏
を
訪
ね
て
お
り
、
大
内
氏
が
堺

に
滞
在
し
て
い
た
時
期
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
す
べ
て
満
た
す
の
は
、
永
正
一
五
年
（
一
五
一
八
）
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
本
記
の

最
初
の
部
分
は
永
正
一
五
年
の
日
次
記
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
本
記
一
二
丁
〜
一
八
丁
が
享
禄
二
年
記
の
た
め
、
従
来
は
そ
の
前
の
記

事
と
い
う
こ
と
で
元
年
記
と
比
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

続
く
八
丁
目
は
冒
頭
が
痛
ん
で
お
り
、
四
行
目
ほ
ど
の
位
置
に
八
日
と
い
う
日
付
が
見
え
る
。
そ
し
て
一
五
日
条
に
至
る
が
、
一
五
日

条
は
後
欠
で
あ
る
。
前
後
の
丁
と
話
は
つ
な
が
ら
ず
、
ま
た
一
五
日
条
に
三
毬
打
の
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
某
年
正
月
記
の
一
紙
が
誤

入
し
た
錯
簡
と
推
測
さ
れ
る
。
内
容
を
見
る
と
九
日
条
に
細
川
安
房
守
死
去
の
記
事
が
見
え
る
。
永
正
一
五
年
正
月
九
日
に
は
細
川
安
房

守
政
春
が
亡
く
な
っ
て
お
り（

（
（

、
こ
の
一
紙
も
永
正
一
五
年
と
判
明
す
る
。
こ
こ
で
写
本
を
確
認
す
る
と
、
本
記
八
丁
目
に
当
た
る
記
事
を

正
月
記
と
し
写
本
の
冒
頭
に
置
い
て
い
る
。
ま
た
本
記
八
丁
目
は
正
月
一
五
日
条
三
毬
打
の
記
事
の
途
中
「
神
宮
寺
の
」
で
途
切
れ
て
い

る
が
、
写
本
で
は
そ
の
先
に
丁
を
替
え
て
「
さ
き
つ
ち
や
う
～
」
と
文
章
が
続
く
。
以
下
本
記
一
丁
目
の
前
欠
部
分
ま
で
続
き
、
内
容
的

に
も
前
後
と
接
続
す
る
。
か
つ
写
本
中
二
〇
日
条
で
は
庚
申
待
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
永
正
一
五
年
正
月
二
〇
日
は
庚
申
に
該
当
す
る
。

す
な
わ
ち
写
本
の
み
に
見
え
る
こ
の
間
の
記
事
も
本
記
永
正
一
五
年
の
内
と
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
江
戸
時
代
の
写
本
作
成
時
に
は
現

状
よ
り
二
紙
程
度
多
く
残
存
し
て
お
り
、
配
列
も
日
付
順
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
の
部
分
が
傷
ん
で
外
れ
、
二
紙
ほ
ど
が
失
わ
れ
、�
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一
紙
は
現
在
の
位
置
に
綴
じ
こ
ま
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

九
丁
目
は
二
月
二
九
日
条
か
ら
始
ま
り
、
一
一
丁
目
四
月
四
日
条
に
至
っ
て
い
る
。
七
丁
目
の
末
尾
は
二
五
日
条
な
の
で
、
あ
る
い
は

こ
の
間
も
二
六
日
～
二
八
日
条
を
記
し
た
一
紙
程
の
欠
落
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
八
丁
目
ま
で
に
見
え
る
東
方
院
の
話
題
が
続

き
、
四
月
朔
日
か
ら
は
永
正
一
五
年
に
行
わ
れ
た
延
暦
寺
根
本
中
堂
供
養
の
記
事
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
九
丁
目
か
ら
一
一
丁
目
も

永
正
一
五
年
と
確
認
さ
れ
る
。
以
上
の
検
討
に
よ
り
、
本
記
最
初
の
部
分
（
一
丁
目
～
一
一
丁
目
）
は
、
①
永
正
一
五
年
正
月
某
日
（
七

日
か
）
条
途
中
か
ら
四
月
四
日
条
と
判
明
す
る
。
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
順
番
を
改
め
、
欠
け
て
い
る
部
分
を
写
本
で
補
っ
て
示
し
た
。

　

以
後
の
記
事
は
六
つ
に
分
け
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
ま
と
ま
り
ご
と
に
丁
が
変
わ
り
、
冒
頭
が
年
号
＋
月
日
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。�

二
つ
目
の
か
た
ま
り
は
一
二
丁
目
〜
一
八
丁
目
で
、
②
享
禄
二
年
正
月
一
日
条
〜
二
月
七
日
条
が
記
さ
れ
、
末
尾
の
余
白
に
別
筆
で�

「
神
主
竹
内
師
久
日
記
」
と
あ
る
。
続
く
一
九
丁
目
に
は
③
享
禄
五
年
正
月
一
五
日
条
、
二
〇
丁
目
・
二
一
丁
目
に
④
天
文
四
年
一
〇
月

二
〇
日
～
一
一
月
二
〇
日
、
二
二
丁
目
・
二
三
丁
目
は
⑤
天
文
四
年
一
二
月
二
八
日
～
天
文
五
年
正
月
一
八
日
、
そ
の
後
の
二
四
丁
目
は

⑥
天
文
六
年
正
月
一
日
～
三
日
条
が
記
さ
れ
る
。
最
後
の
二
五
丁
目
は
⑦
応
永
二
七
年
八
月
二
二
日
と
あ
る
「
御
ふ
く
の
御
寸
法
」
で
あ

る
が
後
ろ
を
欠
い
て
い
る
。
写
本
も
構
成
は
同
じ
で
あ
る
が
、
⑦
は
み
ら
れ
な
い
。
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
④
⑤
は
日
次
の
日

記
で
は
な
く
、
の
ち
に
ま
と
め
た
覚
書
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
容
や
年
次
も
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
先
述
の
日
付
の
書
き
方
か
ら
も

別
々
の
書
付
が
あ
る
段
階
で
一
綴
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
記
主
の
検
討
を
行
う
。
本
記
と
写
本
は
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
り
な
が
ら
、
本
記
は
「
竹
内
師
久
」、
写
本
は
「
竹
内
明
久
」
の
日
記

と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
誰
の
日
記
な
の
か
、
確
認
し
て
い
き
た
い
。
本
記
一
八
丁
目
裏
、
享
禄
二
年
四
月
七
日
条
の
後
の
余
白
に
は
、

別
筆
で
「
神
主
竹
内
師
久
日
記
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
記
の
史
料
名
は
こ
れ
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
『
賀
茂
禰
宜
神
主
系
図�

（
新
古
系
図
）』
で
は
「
師
久
」
と
称
す
る
人
物
は
一
四
世
紀
初
期
の
人
物
、
一
五
世
紀
な
か
ば
ご
ろ
の
二
人
が
見
え
る
も
の
の
、
本
記
と
は�



200

や
や
時
期
が
異
な
る（

（
（

。
一
方
、写
本
の
冒
頭
に
は
「
竹
内
明
久
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
竹
内
明
久
は
『
賀
茂
禰
宜
神
主
系
図
（
新
古
系
図
）』

に
よ
れ
ば
、
鳥
居
大
路
諸
平
の
二
男
で
、
竹
内
長
久
の
養
子
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
初
名
は
基
久
。
永
正
某
年
～
大
永
某
年
、
享
禄
元

年
九
月
二
日
～
某
年
、
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
六
月
一
日
～
某
年
、
天
文
一
六
年
～
の
四
度
神
主
を
勤
め
、
位
階
は
従
三
位
に
昇
り
、

永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
に
七
二
歳
で
没
し
た
と
い
う
。
逆
算
す
る
と
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
生
ま
れ
、
永
正
一
五
年
に
は
三
二
歳
ほ

ど
と
な
る
。
本
記
は
反
故
紙
を
翻
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
丁
目
の
書
状
に
は
「
社
務
竹
内
殿
」、
九
丁
目
紙
背
に
は
「
神
ぬ
し
」

と
い
う
宛
所
が
見
え
る
。
ま
た
内
容
を
見
る
と
、
こ
の
時
期
記
主
は
社
務
を
勤
め
て
お
り
、
永
正
一
五
年
正
月
一
三
日
条
で
は
「
神
主
某
」

の
脇
に
「
竹
内
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

③
⑥
⑦
な
ど
の
短
い
覚
書
は
判
然
と
し
な
い
が
、
筆
跡
は
同
一
と
み
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
本
記
の
大
半
は
竹
内
明
久
の
日
記
と
推
測
さ

れ
、
本
稿
で
は
「
神
主
竹
内
明
久
日
次
記
」
と
称
す
る
。
な
お
明
久
の
大
叔
父
に
師
久
が
い
る
。
本
記
で
は
後
年
、
記
主
の
比
定
を
誤
っ

て
注
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
『
國
學
院
大
學
校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
一
〇
号
で
紹
介
し
た
座
田
文
書
「
天
正
十
一
年
・
十
二
年

日
次
記
」、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
上
賀
茂
社
社
司
日
記　

永
禄
八
年
九
年
」
は
、
明
久
の
子
で
森
家
に
養
子
に
行
っ
た
尊
久
の

日
記
で
あ
り（

（
（

、
父
子
で
日
記
を
記
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

続
い
て
主
な
内
容
を
紹
介
す
る
。
①
・
②
は
上
述
の
ご
と
く
永
正
一
五
年
、
享
禄
二
年
の
日
記
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
神
事
や
社
領
関

係
、
連
歌
・
鞠
な
ど
の
記
載
が
主
で
あ
る
。
神
事
の
折
の
饗
膳
や
引
き
出
物
の
記
載
が
詳
し
い
こ
と
は
子
息
尊
久
の
日
記
と
も
共
通
す
る
。

ま
た
和
歌
・
連
歌
で
は
三
条
西
実
隆
や
飛
鳥
井
家
と
の
関
係
が
窺
え
る
（
永
正
一
五
年
正
月
二
二
日
条
・
二
九
日
条
、
二
月
二
〇
日
条
・

二
三
日
条
な
ど
）。
永
正
一
五
年
に
は
、
東
方
院
の
住
職
が
寺
を
沽
却
し
よ
う
と
し
た
東
方
院
問
題
が
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。
こ
の
寺

は
泉
涌
寺
の
末
寺
で
細
川
高
国
室
の
祈
願
所
で
も
あ
っ
た
。
二
月
五
日
、
東
方
院
の
儀
に
つ
い
て
「
氏
人
老
若
」
で
議
論
す
る
よ
う
記
主

は
沙
汰
人
に
申
し
つ
か
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
沙
汰
人
か
ら
は
老
若
に
は
及
ば
ず
、
十
五
人
の
寄
合
で
、
と
の
返
事
が
あ
っ
た
。�
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「
十
五
人
」
と
は
、
の
ち
の
評
定
衆
の
別
名
で
、
こ
の
頃
よ
り
活
動
が
見
え
る
と
い
う（

（
（

。
評
定
衆
は
神
事
・
渉
外
・
内
政
な
ど
種
々
の
評

議
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
案
件
も
評
定
衆
案
件
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
寺
を
壊
す
べ
き
か
存
続
す
る
べ
き
か
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
結

局
二
月
一
三
日
に
細
川
高
国
の
馬
廻
衆
に
よ
り
破
却
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
四
月
四
日
に
は
延
暦
寺
根
本
中
堂
の
供
養
が
行
わ
れ
、

将
軍
足
利
義
稙
、
細
川
高
国
・
畠
山
尚
順
、
公
卿
ら
が
参
会
し
た
。
記
主
以
下
賀
茂
の
氏
人
も
見
物
に
赴
い
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
盗
人
騒

動
（
永
正
一
五
年
二
月
一
三
日
条
）、
松
下
屋
敷
の
造
営
（
永
正
一
五
年
二
月
一
五
日
条
～
二
〇
日
条
）
な
ど
も
興
味
深
い
。

　

③
は
正
月
御
棚
神
事
に
関
す
る
書
付
で
あ
る
。
④
は
天
文
四
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
の
社
務
交
代
の
顛
末
を
記
す
。
市
原
野

の
相
撲
に
当
た
り
社
務
森
泰
久
が
病
で
あ
っ
た
こ
と
を
発
端
に
、
記
主
が
社
務
と
な
る
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
記
主
は
「
十
五
人
」
よ

り
の
推
挙
を
社
務
就
任
の
名
目
と
し
て
お
り
、上
賀
茂
社
の
氏
人
構
造
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
。
森
泰
久
は
賀
茂
伝
奏
に
訴
え
る
が
、

結
局
改
替
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
伝
奏
や
天
皇
へ
の
訴
え
に
際
し
て
は
「
某
い
も
う
と
」「
今
参
の
局
」
な
ど
の
女
性
が
関
与
し
て
い
る
。

こ
の
禁
裏
「
今
参
の
局
」
は
賀
茂
社
関
係
の
女
性
で
あ
ろ
う（

（
（

。
な
お
系
図
に
は
明
久
の
妹
と
し
て
幕
府
女
房
の
左
京
大
夫
局
も
記
さ
れ
て

い
る
。
上
賀
茂
社
は
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
公
武
に
築
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
⑤
は
将
軍
足
利
義
晴
の
方
違
御
成
に
関
す
る
内

容
で
あ
る
。
天
文
五
年
正
月
六
日
の
方
違
の
た
め
、
前
年
一
二
月
二
八
日
に
幕
府
よ
り
飯
尾
貞
広
ら
が
遣
わ
さ
れ
て
き
た
。
使
い
は
所
々

を
廻
り
、
一
度
は
勝
願
院
を
御
座
所
と
定
め
る
が
、
将
軍
の
た
め
の
設
え
に
改
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
氏
人
縫
殿
助
の
家
が
御
座
所
と
さ

れ
た
。
当
日
は
挨
拶
、
引
き
出
物
が
あ
り
、
御
成
後
の
一
八
日
に
参
礼
す
る
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
。
氏
人
が
将
軍
に
直
接
対
面
し
た
の

は
こ
の
時
が
初
と
い
う
。
⑥
は
日
次
の
日
記
で
正
月
冒
頭
の
神
事
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
⑦
は
一
つ
だ
け
年
代
が
離
れ
、
写
本
作
成
時
に

は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
御
服
の
御
寸
法
と
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。



202

　
註
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1
）�　

國
學
院
大
學
図
書
館
調
査
室
編
『
神
道
書
籍
解
説
目
録
三　

座
田
家
旧
蔵
書
』
國
學
院
大
學
、
一
九
八
四
年
。

　
（
2
）�　
『
大
日
本
史
料
』
九
編
七
、
永
正
一
五
年
正
月
九
日
条
。

　
（
3
）�　https://trc-adeac.trc.co.jp/w
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jjs02u/2600515100

。
山
本
宗
尚
・
月
本
一
武
「『
賀
茂
祢
宜
神
主
系
図
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

と
活
用
の
可
能
性
」（『
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム2015

論
文
集
』
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

　
（
4
）�　

遠
藤
珠
紀
「
國
學
院
大
学
図
書
館
所
蔵
「
天
正
十
一
年
・
十
二
年
日
次
記
」（
座
田
文
書
）
の
解
題
と
翻
刻
」（『
國
學
院
大
學
校
史
・
学
術
資
産�

研
究
』
一
〇
、
二
〇
一
八
年
）。
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
研
究
会
「「
上
賀
茂
社
社
司
日
記　

永
禄
八
年
九
年
」
の
紹
介
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

研
究
紀
要
』
二
八
、
二
〇
一
八
年
）。

　
（
5
）�　

須
磨
千
頴
「
中
世
に
お
け
る
賀
茂
別
雷
神
社
氏
人
の
惣
に
つ
い
て
（
三
）」『
南
山
経
済
研
究
』
七
―
二
、
一
九
九
二
年
。

　
（
6
）�　

大
永
七
年
出
仕
の
「
今
参
局
」、
天
文
七
年
出
仕
の
「
今
参
局
」
は
賀
茂
社
祠
官
の
女
と
い
う
（
奥
野
高
広
『
戦
国
時
代
の
宮
廷
生
活
』
続
群

書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
四
年
）。
ま
た
享
禄
元
年
に
在
職
し
て
い
る
「
今
参
局
」
は
播
磨
局
の
一
三
回
忌
に
百
疋
を
賜
っ
て
い
る
（『
御
湯
殿
上

日
記
』
享
禄
元
年
一
二
月
九
日
条
）。
こ
の
播
磨
局
が
永
正
六
年
に
出
仕
し
た
賀
茂
康
久
女
貞
子
で
あ
れ
ば
、
明
久
の
大
叔
母
と
な
る
。
享
禄
元

年
時
の
「
今
参
局
」
は
そ
の
近
親
と
推
測
さ
れ
、
明
久
に
も
近
い
女
性
で
あ
ろ
う
か
。
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「
神
主
竹
内
明
久
日
次
記
」（
11
丁
裏
・
12
丁
表
）
享
禄
二
年
正
月
一
日
条
～
二
日
条
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【
凡
例
】

・�
文
字
は
お
お
む
ね
現
時
通
用
の
字
体
に
改
め
、
改
行
は
原
則
と
し
て
追
い
込
み
と
し
た
。
改
丁
は
」
を
付
し
、（
１
オ
）（
１
ウ
）
等
の

符
号
で
丁
数
を
で
示
し
た
。

・�

本
文
に
は
読
点
お
よ
び
並
列
点
を
加
え
た
。

・�

欠
損
の
箇
所
は
お
よ
そ
の
字
数
を
計
っ
て
□
ま
た
は　
　
　

で
示
し
た
。
ま
た
残
画
に
よ
っ
て
文
字
が
推
定
で
き
る
場
合
は
、
そ
の
文

字
を
□
の
中
に
記
入
し
た
。
抹
消
さ
れ
た
文
字
は
あ
の
よ
う
に
二
重
抹
消
線
を
付
し
、
判
読
不
能
の
塗
抹
文
字
は
、
お
よ
そ
の
字
数
を

計
っ
て
■
ま
た
は
■
■
■
と
し
た
。

・�

細
字
は
〈　

〉
で
括
っ
て
示
し
た
。

・�

本
文
中
で
校
訂
に
よ
り
改
め
ら
れ
る
べ
き
文
字
や
加
え
ら
れ
る
べ
き
文
字
は
〔　
　

〕、
人
名
注
な
ど
参
考
の
た
め
の
も
の
は
（　
　

）

に
入
れ
傍
に
記
し
た
。
写
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
文
字
は
［　
　

］
に
入
れ
、
傍
ら
に
㋑
を
付
し
た
。

・�

日
付
は
便
宜
の
た
め
ゴ
シ
ッ
ク
体
と
し
た
。

・�

そ
の
他
、
適
宜
※
を
付
し
て
注
記
を
示
し
た
。

【
補
記
】

　

本
稿
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
特
定
共
同
研
究
「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
の
調
査
・
研
究
」、
科
研
費
若
手

研
究
（
Ｂ
）「
中
世
後
期
古
記
録
の
史
料
学
的
研
究
」（
研
究
代
表　

遠
藤
珠
紀
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。



205 國學院大學図書館所蔵「神主竹内明久日次記」（座田文書）の解題と翻刻

【
翻
刻
】

㋑［　
　

享
禄
元
・
二
日
次
〈
竹
内
明
久
、〉］

（
永
正
一
五
年
正
月
）

　
　
　

社
ま
は
り
、
な
ら
ま
て
申
て
、
御
ふ（

籍
屋
）た

の
や
へ
よ
る
、
み（

味
噌
水
）そう

つ
御
れ（

料
）う

と
を
る
、
さ
け
は
こ（

小
目
代
）むく

た
い
や
く
、
三
日
せ（

所
司
）う

し
や

く
、
氏
人
は
て（

庁
飯
）う

は
ん
也
、

〈
天
気
能
、〉
八
日
、
一（

市
原
野
）原

の
よ
り
中
間
・
一
は（

和
尚
）ん

し
や
う
御
礼
に
い
つ
る
、
御
か（

鏡
）ゝ

み
一
せ
ん
、
き（

饗
）や

う
二
せ
ん
、
又
あ
か
き
ひ
し
三
、

く（
供
饗
）き

や
う
に
す
ゑ
て
、「（

行
間
補
書
）

き
や
う
二
せ
ん
な
り
、
一
せ
ん
は
や
か
て
御
ち（

中
間
）う

け
ん
に
や
る
、
御
ま
わ
り
二
の
こ
し
て
、」
御
中
間
・
一
は
ん

し
や
う
に
は
つ（

作
紙
）く
り
か
み
二
て（
帖
）う
に
、
あ（
扇
）ふ
き
す
ゑ
て
い
た
す
、
の
こ
り
の
物
と
も
に
は
、
は（
葩
）な
ひ
ら
一
つ
ゝ
に
て
、
と
り
さ
か
な
、
に

こ
り
さ
け
、
ひ（

冷
）や
に
て
の
ま
す
る
也
、

〈
朝
雨
、〉
九
日
、
あ
や
く（

茎
）き
も
ち
て
き
た
る
、
鳥（
為
平
）居
大
路
へ
く
き
さ
か
な
に
て
、
て（
銚
子
）う
し
に
一
て
う
し
、
よ
き
を
も
た
す
る
、
そ
の
ま
ゝ

あ
そ
ひ
て
、
よ
お
た
い
あ
り
、
ほ（

細
川
政
春
）
そ
川
の
あ
わ
の
か
み
し（
死
）な
る
、

〈
□
雨
ふ
る
、〉
十
日
、
夜
に
入
て
社
参
申
、　

〈
□
雨
ふ
る
、〉
十
一
日
、
し（

淡
路
国
倭
文
郷
）

と
り
の
た（
到
来
）う
ら
い
の
分
一
三
貫
六
百
文
の　
　

ひ
や
う
こ
の
か
た
へ
遣
、

〈　
　

能
、〉
十
二
日
、
つ
ほ
ね
よ
り
お
り
す
ち
の
小
袖
給
候
了
、」（
８
オ
）

　
　

十
三
日
、
公（
足
利
義
稙
）
方
様
出
し
申
、
八
時
分
よ
り
こ
し
ら
へ
、
六
の
時
分
に
出
る
、
某
こ（
輿
）し
、
供
の
者
も
の
と（
殿
原
）の
は
ら
一
人
・
中
間
三
人
・

く（
巻
数
持
）わん
し
ゆ
も
ち
一
人
め
し
つ
る
ゝ
、

御
た（

対
面
）い
め
ん
五
の
時
分
也
、
一
は（
番
）ん
に
某
、
二
は
ん
松
下
数
久
、
三
は
ん
森
泰
久
内
子
季
久
、
は
し
め
な
る
、
次
き（
金
覆
輪
）んふ
く
り
ん
、
皆
々

く（
巻
数
）わ
ん
し
ゆ
、
と（

曇
華
院
祝
渓
聖
寿
、足
利
義
視
女
）

ん
け
い
殿
・
く（光照

院
、足
利
義
視
女
）

わ
う
せ
う
ゐ
ん
殿
御
た
い
め
ん
、
御
□〔

さ
〕か
つ
き
給
候
、
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十
四
日
、
治
部
大
輔
よ
り
は
ん
頭
た
ふ
、
御
た（

棚
）な

つ
ね
の
こ
と
し
、
は
ま
ち
の
た（

代
）い

に
さ（

鯖
）は

ま
い
ら
す
、
く（

曲
）せ

事
也
、
け（

啓
文
）い

も
ん
に

は
は
ま
ち
と
よ
む
、
目
代
代
お（

尾
張
守
）はり

の
か
み
け
い
も
ん
よ（

読
損
）み

そ
ん
す
、

〈
小
雨
雪
と
き
〳
〵
ふ
る
、〉
十
五
日
、
御
神
事
つ
ね
の
こ
と
し
、
鳥（

為
平
）居

大
路
さ（

三
毬
杖
）きつ

ち
や
う
に
酒
あ
り
、
其
後
こ
れ
の
さ
き
つ
ち
や
う
ほ

こ
ら
か
す
、
社
務
家
子
九
人
さ
き
つ
ち
や
う
二
つ
ゝ
も
た
す
る
、
か
れ
い
也
、
社
務
家
子
、
わ
た
く
し
家
子
さ
け
の
ま
す
る
、
そ
の
後
神

宮
寺
の
」（
８
ウ
）
㋑［
さ
き
つ
ち
や
う
ほ
こ
る
、
後
中
大
路
の
さ
き
つ
ち
や
う
ほ
こ
る
、
其
後
太
田
の
ほ
こ
る
、
風
さ
ら
に
火
を
つ
く
る

に
仍
、
風
お
も
て
ほ
こ
ら
す
し
て
な
を
す
、
御
た（

棚
）な

の
事
、
目
代
へ
鯉
一
・
鳥
五
、
此
内
お
ん
鳥
一
い
た
す
、〈
□
能
、〉
十
六
日
、
長〔

庁
〕屋

の
座
敷
つ
ね
の
こ
と
し
、
酒
す
き
て
御
れ（

料
）う
ま
い
る
、
此
間
如
此
、
も
と
は
御
れ
う
す
き
て
長
屋
の
さ
け
あ
り
、
目
代
代
お（
尾
張
守
）はり
の
か
み

け（
啓
文
）も
ん
よ（
読
損
）み
そ
ん
す
、
ふ（
歩
射
）し
や
の
て（
手
番
）つ
か
い
九
は
ん
の
う（
後
）し
ろ
を
よ
ま
す
、
十
一
番
よ
ま
す
、
前
代
み
聞
の
く（
曲
）せ
事
也
、
さ
か
な
い（
違
乱
）ら
ん

な
し
、
神
光
院
あ（

扇
）ふ
き
を
も
た
せ
て
礼
に　
　

同
、
十
七
日
、
貴
布
祢
参
つ
ね
の
こ
と
し
、
下
向
一（

市
原
野
）原野
ま
て
、
は（
端
社
）し
の
ち
や
は
ん
一
う（
失
）す
る
よ
し
申
間
、
み
な
〳
〵
さ（
探
）か
す
へ
き
由
申

つ
け
候
へ
共
、
と（

年
寄
）し
よ
り
は
ふ
る
間
、
お
か
す
あ
る
由
申
、
く
せ
事
也
、
社
務
鳥
ま
い
、
い
つ
も
の
こ
と
し　
　
　

ふ
る
、
十
八
日
、
松（
数
久
）

下
に
せ（
節
）ち
あ
り
、
く（
観
世
弥
二
郎
長
俊
カ
）

わ
ん
せ
い
や
郎
お
た
い
の
後
う
た
う
、
あ（
扇
）ふ
き
・
お（
帯
板
）ひ
い
た
□
る
ゝ
、
大（
内
裏
）り
の
さ（
三
毬
杖
）きつ
ち
や
う
、
つ
ね
の
こ
と
く
参

ら
す
る
」
□
勝
願
院
た（

樽
）る
一
か（
荷
）　
　
　

十
九
日
、
一
社
の
せ（
節
）ち
、
こ
れ
に
す
る
、

廿
日
、
常
証
坊
よ
り
経
所
の
た
く
の
も
ち
二
、
牛
玉
そ
へ
て
た
ふ
、
か
へ
し
に
あ（

青
海
苔
）をの
り
二
は（
把
）遣
、
中
坊
十
疋
も
ち
て
礼
に
な
る
、
の
や

さ
け
ま
い
ら
す
る
、勝
願
院
に
て
か（

庚
申
）う
し
ん
ま
も
る
、柳
一
か（
荷
）持
す
る
、さ
か
な
か（
土
器
）わ
ら
け
の
物
二
す（
種
）、鳥（
為
平
）居
大
路
も
た（
樽
）る
も
た
せ
ら
る
ゝ
、

同
こ
と
し
、
式
部
少
輔
・
宮
内
少
輔
・
左歌

あ
り
、く
わ
い
し
、一
折
連
歌
あ
り
、

京
助
・
千
光
大
夫
四
人
し
て
一
か
柳
持
す
る
、

〈
同
雪
ふ
る
、〉
廿
一
日
、
竹
林
礼
に
な
り
、
筆
三
つ（

対
）い
も
た
せ
ら
る
ゝ
、
神
光
院
・
中
坊
礼
出
、
た（
樽
）る
一
か（
荷
）つ
ゝ
も
た
す
る
、
さ
か
な
神

光
院
へ
の
は
あ（

青
海
苔
）をの
り
・
た（

豆
腐
）う
ふ
、
中
坊
へ
あ
を
の
り
・
く（

串
柿
）し
か
き
一
れ（

連
）ん
、
あ
を
の
り
は
廿
は（

把
）つ
ゝ
也
、
中
坊
に
て
さ
か
つ
き
い
た
さ
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る
ゝ
、
神
光
院
に
て
鞠
あ
り
□
ち
か
ん
に
て
も
ち
あ
り
、

廿
二
日
、

〈
□
よ
り
□
雨
ふ
る
、〉
廿
三
日
、
三（

実
隆
）条

西
殿
へ
歌
し（

衆
）う

礼
参
、
礼
物
五
十
疋
、
御
け（

見
参
）さ

ん
あ
り
、
か（

燗
）ん

す
へ
き
か
い
や
か
の
由
た
つ
ぬ
る
、

ひ（
冷
）や

に
て
の
よ
し
申
］
□
な
た
さ
か
な
に
て
、
㋑［
御
さ
か
つ
き
給
］、
又
鷹
の
な（

生
鳥
）ま

と
り
さ
か
な
、
し
や
く
に
て
皆
々
給
候
、
■
歌
の
頭

皆
々
よ
り
た（

短
尺
）ん

し
や
く
也
、
此
月
内
に
参
へ
き
由
被
仰
、
夜
に
入
て
竹
林
の
て（

弟
子
）し

礼
に
き
た
る
、
さ（

指
樽
）し

た
る
、
さ
か
な
み（

蜜
柑
）か

ん
・
く（

串
柿
）し

か

き
一
れ（

連
）ん

も
た
す
る
、
酒
事
外
こ
る
、

〈
雨
ふ
る
、〉
廿
三
日
、

〈
同
、〉
廿
四
日
、

廿雨
そ
と
ふ
り
て
は
る
ゝ
、

五
日
、
一
社
の
月
次
祝
に
あ
り
、

〈
天
気
能
、〉
廿
六
日
、
森
に
一
社
之
せ
ち
あ
り
、
は（

馬
場
茂
久
）
ゝ
・
祝（
賀
茂
重
賢
・
重
知
）

お
や
こ
は
よ
そ
に
せ（
先
約
）ん
や
く
あ
り
て
出
ら
れ
す
、

〈
同
、〉
廿
七
日
、
氏
人
か
た
の
礼
あ
り
、
と（

年
寄
カ
）りよ
り
出
雲
守
・
伊
賀
□
□
し
よ
く
亀
若
大
夫
・
三
郎
大
夫
代
小
二
郎
・
兵
こ
代
む
こ
大
夫
、

㋑［
せ（

所
司
）う
し
］
修
理
助
、
目
代
伊
与
の
守
、
せ
う
し
・
目
代
㋑［
二
人
は
せ
う
し
を
す
は
る
、］」（
１
オ
）
さ
り
な
か
ら
、
さ
か
な
皆
の
こ

と
く
ま
い
る
、
し
よ
こ
ん
こ
ふ
・
の
し
・
ひ
き
わ
た
し
三
さ
か
つ
き
、
め
ん
〳
〵
の
は
な（
無
）し
、
二
こ
ん
さ（
雑
煮
）う
に
、
く
み
物
ゑ（
海
老
）ひ
・
と（
飛
魚
）ひ
う

を
け
つ
る
也
、
三
こ
ん
鳥
な
に
い
る
ゝ
、
社
務
く（

供
饗
）き
や
う
、
氏
人
あ（
足
付
）し
つ
け
也
、

同
、
廿
八
日
、
民
部
少せ

う

輔
と
し
よ
り
き（
紀
伊
）い
の
守
な
い
、
夕
く（
供
御
）こ
に
よ
ふ
、

〈
夜
に
入
雨
ふ
る
、〉
廿
九
日
、
三（

実
隆
）条
西
殿
廿
三
日
に
給
候
た（
短
尺
）ん
し
や
く
を
か
き
て
ま
い
ら
せ
候
、
勝
願
院
・
宮
内
少
輔
両
人
も
ちた
せ

て
出
ら

る
ゝ
也
、
暮
程
よ
り
連
歌
、
我
々
か
夢
想
、
こ
れ
に
て
す
る
、
百
韻
す
る
也
、
人
数
、
某
・
勝
願
院
・
宮
内
少
輔
・
式
部
少
輔
・
鳥（

為
平
）居�

大
路
殿
、
執
筆
千
光
大
夫
、
夜
の
明
ま
て
す
る
、
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〈
□
降
、〉
卅
日
、
若
衆
歌
、
当
座
一
種
一
へ
い
に
て
香
あ
り
、
し（

初
献
）よ

こ
ん
す
い
物
に
て
、
こ
れ
よ
り
酒
い
た
す
、
事
外
大
酒
也
、

〈
天
気
能
□
風
吹
、〉
二
月
一
日
、
家
㋑［
子
大
か
い
酒
を
］
の
ま
す
る
也
、〈
神
光
院
・
松（

数
久
）下

・
祝（

賀
茂
重
知
）

も（餅）ち
に
て
酒
ま
い
ら
す
る
、〉

同
、
二
日
、
楽
㋑［
そ
う
す
、
坊
主
し
や
う
た
い
な
く
］
て
寺
を
う
り
候
て　
　
　
　
　

」（
１
ウ
）
を
す
、
し（

所
司
）よ

し
・
目
代
を
も
つ
て
お

さ
ゆ
る
也
、

〈
風
吹
、
同
、〉
三
日
、
せ（

泉
涌
）ん

に
う
寺
よ
り
使
㋑［
あ
り
、
る
］
す
の
由
申
、
同
□
そ
川
殿
の
ひ（

被
官
）く

わ
ん
さ
い
り
う
寺
か
た
よ�

り氏
人
と
ら
寿
に
つ
き
木
す
る
、鳥
居
大
路
四
本
、こ
れ
の
九
本
、日
暮
ま
て
つ
く
、お
ゝ
い
は
明
日
す
る
、

ほ（細川
高
国
）
そ
川
殿
の
御（細川

政
賢
女
）

上
□
御
き
く
わ
ん
し
よ
お
さ
ゆ
る
、
い
わ
れ
ぬ
由
申
、
こ
れ
も
る
す
の
由
申
、

〈
天
気
能
、〉
四
日
、
東
の
風
呂
へ
い
る
、
古
あ
わ
の
な
い
を
、
八
の
す
き
に
い（

今
井
堂
）まい
の
た
う
の
下
に
て
ち（
打
擲
）や
う
ち
や
く
し
て
、
か
つ
き
た

る
か（

帷
）た
ひ
ら
・
わ（
綿
帽
子
）たほ
う
し
と
る
、
風
呂
よ
り
若
衆
は（
裸
）た
か
に
て
は
し
る
、
ゑ
お（
追
）ひ
つ
か
す
、
ゑ
つ
た
く
ち
へ
い
る
よ
し
也
、

〈
風
吹
、〉
五
日
、
東
は
う
院
の
き（

儀
）に
つ
き
候
て
氏
人
老
若
す
へ
き
由
、
さ（
沙
汰
）た
人
方
へ
人
を
遣
候
へ
は
、
老
若
ま
て
不
及
、
十
五
人
の
よ
り

合
す
へ
き
由
申
、
夜
に
入鳥

居
大
路上
御
れ
う
人
よ
ひ
候
て
、
さ
け
ま
い
ら
す
る
、
お
く
り
て
そ
の
ま
ゝ
と
ま
る
、

六
日
、
十
五
人
の
衆
よ
ら
れ
候
由
、
さ（

沙
汰
）た
人
福
鶴
大
夫
・
い（
壱
岐
）き
守
両
人
来
た
る
、
さ
か
つ
き
を
い
た
す
、
東
は
う
院
の
き
、
ち
や
う
人
と

し
て
こ（

壊
）を
す
間
、
人
を
た
て
お
さ
ゆ
へ
き
や
う
候
間
、」（
２
オ
）
せ（
所
司
）う
し
・
目
代
を
も
つ
て
お
さ
へ
候
、
同
さ
た
人
も
お
さ
へ
候
、
さ
い

り
う
寺
は
う
よ
り
、
ほ（

細
川
高
国
）
そ
川
殿
の
御（
細
川
政
賢
女
）

上
の
き（祈願

所
）くわ
ん
し
よ
に
て
、
坊
主
ふ（
無
力
）り
よ
く
に
つ
き
候
て
、
こ（
沽
却
）き
や
く
し
候
在
所
と
し
て
お
さ
へ
ら

れ
候
こ
と
、
か（

覚
悟
）く
こ
に
不
及
候
、
早
々
こ
を
さ
せ
候
へ
の
由
被
申
、
此
分
十
五
人
の
な
か
へ
ひ
ろ
め
ら
る
へ
き
由
申
、
其
後
十
五
人
の
中

よ
り
返
事
に
は
、
か
た〔

さ
〕ね
て
い
つ
か
た
よ
り
人
来
候
共
、
か（
香
西
元
長
カ
）

う
さ
い
ら
ん
い
こ
在
所
の
家
こ
を
す
へ
か
ら
さ
る
由
さ
た
め
お
く
間
、
此
分

い
つ
か
た
へ
も
申
候
へ
の
由
申
、
鳥（

為
平
）居
大
路
・
千
光
大
夫
同
道
し
、
勝
願
院
へ
行
て
、
三
首
の
当
座
を
か
き
て
か
へ
る
、
坊
主
る
す
也
、

ひ（
彼
岸
）か
ん
の
入
な
る
間
、
す
く
に
賀
茂
内
の
仏
参
を
す
る
、

七
日
、
お（

押
手
）し
て
の
か
う
ぬ
し
と（

斎
直
）き
な
を
し
に
も（

餅
）ち
を
ふ
る
ま
う
、
某
は
と
き
を
せ
す
、
氏
人
か
た
さ（

雑
掌
）つ
し
や
う
乙
千
代
大
夫
、
新
四
郎
代

（
為
平
）
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□
い
の
守
来
る
、
赤
木
方
よ
り
ほ（

細
川
高
国
）

そ
川
殿
よ
り
両
人
つ
か
い
を
た
て
ゝ
東
は
う
院
と
く
〳
〵
こ
を
さ
せ
候
へ
の
由
被
仰
と
、
つ
か
い
た
て

候
由
申
間
、
十
五
人
の
よ
り
合
候
へ
㋑［
の
由
申
］
て
か
へ
す
、

八
日
、
夕
か
た
馬（

茂
久
）場

殿
・
前
祝
重
賢
、
十
五
人
の
衆
、
と（

年
寄
）し

よ
り
」（
２
ウ
）
修
理
助
・
上
野
守
、
さ（

雑
掌
）つ

し
や
う
き（

紀
伊
）い

・
下
野
、
さ（

沙
汰
）た

人

六
郎
大
夫
・
い（

壱
岐
）き

、
此
人
々
来
㋑［
て
、
東
は
う
院
の
］
事
談
合
す
る
、
は
ゝ
・
重
賢
へ
は
此
方
使
と
参
す
る
、
明
日
両
さ
つ
し
や
う
を

赤
木
方
へ
と
、
ふ（

奉
行
）き

や
う
い（

飯
尾
貞
運
）

の
を
の
近
江
か
た
へ
と
東
は
う
院
の
本
尊
せ（

泉
涌
寺
）んに

う
寺
へ
出
へ
き
由
さ（

沙
汰
）た

、
ひ
る九

日
、赤

木
方
へ
は
久
寺
之
事
も

て
候
間
、
た（

絶
）え

ぬ
や
う
に
あ
る
へ
き
由
申
遣
候
、
近
江
方
へ
は
東
は
う
院
久
寺
候
を
、
当
坊
主
い
た
つ
ら
も
の
に
て
、
寺
り（

領
）や

う
を
う
り
、

竹
木
を
き
り
と
り
寺
を
う
り
て
こ
お
す
間
、
さ
ゝ
へ
お
き
候
処
、
ほ（

細
川
高
国
）

そ
川
殿
よ
り
御（

細
川
政
賢
女
）

上
の
き
く
わ
ん
所
に
て
候
、
坊
主
ふ（

無
力
）り

よ
く
に
て�

こ（
沽
却
）き
や
く
申
候
間
、
い（
急
）そ
き
こ
を
さ
せ
候
へ
の
由
申
さ
る
ゝ
間
、
上
い（
意
）へ
申
候
て
、
寺
た
え
ぬ
や
う
に
あ
り
た
く
候
ま
ゝ
、
あ
る
へ
く
候

哉
と
申
遣
、
近
江
返
事
由
申
さ
た
む
る
、」（
３
オ
）
せ
ん
に
う
寺
へ
は
、
先
度
は
御
使
あ
つ
か
り
候
、
則
御
返
事
申
候
へ
き
処
、
他
行
申

候
間
、不

能
御
返
事
候
、

無
其
儀
候
、
更
に
か（
覚
悟
）く
こ
に
も
お
よ
は
す
候
、
本
寺
よ
り
こ
そ
寺
を
た
や
さ
ぬ
や
う
に
と
は
、
御
さ
た
あ
る
へ
き
処
、
い
そ
き
寺

を
こ
を
さ
せ
候
へ
と
承
候
へ
共
、
公
武
へ
も
申
候
て
寺
た
え
ぬ
様
に
す
へ
き
由
の
使
に
さ
つ
し
や
う
出
す
、

九
日
、
赤
木
返
事
、
社
よ
り
承
候
、
御
子
細
之
間
つ
ふ
さ
に
ほ（

細
川
高
国
）
そ
川
殿
へ
申
候
へ
と
、
さ
た
め
て
か（
片
手
落
カ
）
た
て
□
ち
に
は
せ（
成
敗
）い
は
い
あ
る
ま
し

く
候
由
申
、
近（

飯
尾
貞
運
）
江
よ
り
の
返
事
委
細
心
得
申
候
、
さ
た
め
て
か
う
は
う
を
以
こ
を
し
と
る
へ
く
候
、
さ
様
候
は
ゝ
、　

上
い（
意
）へ
申
、
こ
と

〳
〵
く
本
の
こ
と
く
に
も（
持
）た
せ
か
へ
す
□
」（
３
ウ
）
申
さ
る
ゝ
、
せ（
泉
涌
寺
）ん
に
う
寺
の
返
事
、
御
ね
ん
こ
ろ
の
御
使
に
あ
つ
か
り
候
、
祝
着

申
計
な
く
候
、
此
方
よ
り
使
を
進
候
、
一
向
な
く
候
、
い
か
や
う
の
も
の
に
て
候
や
の
由
、
此
方
さ（

雑
掌
）つ
し
や
う
に
た（
尋
）つ
ぬ
る
、
ゑ
は
ん
と

申
そ（

僧
）う
に
て
候
由
こ（
答
）た
ゆ
る
、
此
由た
ゝ
こ
のゑ
は
ん
も
法
事
の
人
数
に
て
候
、
先
使
の
名
を
は
よ（
用
捨
）う
し
や
す
へ
き
由
申
、
こ
れ
は
さ
つ
し
や
う

物
語
、
返
事
に
は
御
懇
之
御
使
に
あ
つ
か
り
候
、
一
段
祝
着
之
至
候
、
さ
様
の
使
進
候
事
な
く
候
、
東
は
う
院
の
き（

儀
）、
そ（
存
知
）ん
ち
候
は
ゝ
、

此
方
よ
り
こ
そ
お
さ
へ
申
候
へ
く
候
へ
共
、
一
向
そ
ん
せ
す
候
、
彼
坊
主
を
よ
ひ
よ
せ
か
た
く
申
仕
候
へ
く
候
、
き
た
り
候
は
す
は
、�
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又
し（

思
案
）あ

ん
を
い
た
す
へ
き
由
申
さ
る
ゝ
、
か
た
〳
〵
先
御
礼
に
明
日
侍
者
を
参
す
へ
き
由
申
さ
る
ゝ
、

〈
天
気
能
、〉
十
日
、昨
日
せ（

泉
涌
寺
）んに

う
寺
よ
り
侍
者
を
あ
く
へ
き
由
、祝（

賀
茂
重
知
）

へ
さ
そ
い
に
行
て
、南
つ
し
の
風
呂
へ
い
る　
　

」（
４
オ
）
申
さ
る
ゝ

間
、
一
日
ま
ち
候
へ
共
不
来
、

〈
天
気
よ
し
、〉
十
一
日
、
同
風
呂
へ
入
、

〈
同
、〉
十
二
日
、
こ
れ
に
連
歌
あ
り
、
月
次
也
、
勝
願
院
と
か（

隔
）く

月
に
あ
る
也
、
せ（

泉
涌
寺
）んに

う
寺
よ
り
、
両
人
に
て
使
あ
り
、
先
度
は
御
懇

之
御
使
に
あ
つ
か
り
候
、
則
東
方
院
の
坊
主
よ
ひ
よ
せ
て
、
せ（

折
檻
）ん

か
ん
申
候
へ
は
、
寺
之
事
う
る
ま
し
き
よ
し
申
、
御
心
や
す
く
お
ほ
し

め
し
候
へ
の
よ
し
申
、
仏
光
院
・
東
方
院
両
寺
之
事
し
か
る
へ
き
や
う
に
た
の
み
存
知
候
よ
し
申
、
夜
に
い
り
て
雨
あ
り
、

十
三
日
、
鳥（

為
平
）居
大
路
の
し（
衆
）う
、
皆
こ
れ
に
一
日
お
た
ひ
を
ま
い
ら
せ
て
、
夜
に
い
り
て
か
ひ
ら
る
ゝ
也
、
女
こ
は
り
か
所
に
二
三
日
い
る

か
、
は（

綿
帽
子
）た
ほ
う
し
と
て（
手
拭
）の
こ
ひ
と
は
ぬ（
盗
）す
む
、
若
き
と（
殿
原
）の
は
ら
共
し（
縛
）は
つ
て
、
こ
れ
へ
わ
た
す
、
こ
は
り
て
よ
き
」（
４
ウ
）
小
袖
の
か

た
〳
〵
は
あ
ほ
く
候
し
、
か
た
〳
〵
は
物
の
は（
葉
カ
）を
つ
け
た
る
を
、
あ
つ
け
た
る
よ
し
申
、
こ
は
り
を
め
し
よ
せ
て
、
せ（
所
司
）う
し
・
目
代
・
大

和
し
て
た
つ
ぬ
れ
共
し
ら
ぬ
由
申
、
ま
へ
〳
〵
よ
り
も
も（
持
）た
ぬ
を
し
り
た
る
よ
し
、
皆
々
申
間
、
こ
は
り
は
と（
咎
）か
な
き
間
ゆ
る
す
、
た
う

し
を
は
河
原
の
川
は
た
に
て
水
を
の（

飲
）ま
ぬ
て
と（
問
）へ
と
も
、
あ
つ
け
た
る
由
申
、
か（
片
頭
）た
か
し
ら
そ（
剃
）り
て
は（
放
）な
す
、
ま
へ
に
も
た
う
し
を
し
て
、

か
し
ら
そ
ら
る
ゝ
由
ふ（

風
聞
）ふ
ん
す
、　

〈
天
気
能
、〉
十
四
日
、し

ほ
ん
ゐ
ん
・
三
位
両
人
と
き
に
よ
ふ
、

一（市原
野
）原の
ゝ
人
夫
二
人
さ
し
て
、
梅
木
を
ほ（
掘
）ら
す
る
、
一
本
は
よ（
避
溝
）け
み
そ
の
は（
傍
）た
の
を
ほ
る
、
一
本
は
も
と
の
ゆ（
湯
屋
）や

の
な
か
の
を
ほ
る
、
一
本
は
ゆ
や
の
き（

北
）た
の
か
た
の
か（
垣
）き
の
な
か
の
を
ほ
る
、
こ
れ
の
北
南
の
庭
に
う（
植
）ゆ
る
也
、
神
光
同
道
申
、
ゆ
う
け

う
き
や
う
参
、
神
光
院
」（
５
オ
）
も（
餅
）ち
を
さ
か
な
に
し
て
さ
け
有
、
勝
願
院
行
㋑［
て
、
れ（
連
歌
）ん
か
歌
、］

〈
は
ん
け
い
雨
ふ
る
、〉
十
五
日
、
所
の
人
夫
卅
人す

ゝ
さ
け
い
た
さ
る
、

さ
し
て
ほ
う
き
庵
の
あ（
跡
）と
の
石
を
と
る
、
と（
殿
原
）の
は
ら
共
も
て
ん
〳
〵
に
も
つ
、
朝
の
間

と
る
、
八
時
分
に
こ
れ
の
井
本
の
き（

際
）は
の
石
を
庭
へ
引
、
若
衆
共
、
せ（

勝
負
）う
ふ
に
す（

双
六
）五
六
を
う
つ
、
此
人
数
に
て
は
し
上地

の
上
の
地
下
の
者
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四
人
い
て
ゝ
引
、　

〈
み
そ
れ
も
み
ゆ
、
と
き
〳
〵
は
は
る
ゝ
、〉
十
六
日
、

〈
天
気
能
、〉
十
七
日
、
勝
願
院
に
歌
有
、
人
数
も
ち
よ
り
あ
り
、
御
し（

汁
）る

は
と
り
也
、
こ（

牛
蒡
）ん

は
う
を
い
る
ゝ
、

〈
天
気
能
、〉
十
八
日
、
在
所
の
人
夫
十
人
さ
し
て
ほ
う
き
庵
の
あ
と
の
石
と
り
、
と（

殿
原
）の

は
ら
共
、
て
ん
〳
〵
に
も
た
る
ゝ
也
、「（

行
間
補
書
）

松（数久
）下
殿

門
は（

柱
）し

ら
た
つ
、
家
子
・
ち
や
う
人
に
さ
け
を
の
ま
せ
ら
る
ゝ
、」
十
二
日
の
連
歌
之
人
数
、
勝
願
院
へ
よ
は
る
ゝ
、
あ
さ
お
た
い
す
き

て
か
ら
、
皆
々
行
て
連
歌
あ
り
、
ほ（

発
句
）つ

く
は
夢
想
、」（
５
ウ
）
七
之
時
分
よ
お
た
い
、
ふ
る
ま
は
る
ゝ
、
夜
に
入
て
は
つ
る
、

〈
七
之
時
分
よ
り
雨
ふ
る
、〉
十
九
日
、
と
ら
寿
大
夫
梅
木
を
つ
か
る
ゝ
、
雨
ふ
る
あ
ひ
た
、
か
さ
を
さ
し
て
つ
か
る
ゝ
、
よ
お
た
い
ま
う

す
る
、「（

行
間
補
書
）

三（三条
西
実
隆
）

条
殿
御
点
出
、
宮
内
少
輔
に
い
て
ら
る
ゝ
、」

廿
日
、
松（

数
久
）下
殿
も（
門
）ん
た
つ
、
南
つ
し
の
風
呂
へ
入
、
そ
の
す〔
る
す
カ
〕るに
松
下
殿
こ
れ
へ
の
よ
し
、
お（
押
手
）し
て
の
か
う
ぬ
し
い
ひ
て
き
た
る
、
祝（
賀
茂
重
知
）
殿
に�

す（
双
六
）五
六
を
う
ち
て
い
る
、
帰
れ
は
主
の
門
の
ま（
前
）へ
に
い
ら
る
ゝ
、
す
く
に
行
は
、
あ（
明
日
）す
家
か（
固
）た
め
に
鞠
歌
を
す
へ
き
間
、
た（
題
）い
■
を
申
に
、

あ（
飛
鳥
井
）すか
い
と
の
へ
行
は
、
お（
飛
鳥
井
雅
俊
・
雅
綱
）

や
こ
な
か
ら
さ（
堺
）か
い
へ
く
た
る
也
、
大（
義
興
）内
殿
へ
也
、
又
北
の
あ（
飛
鳥
井
頼
孝
）

す
か
い
へ
行
は
、
山
し
な
の
上
人
の
も
と
へ

行
て
る
す
之
間
、
た（

題
）い
宮
内
少
輔
に
か
ゝ
せ
候
は
ん
か
と
談
力〔
合
カ
〕あ
る
間
、
あ
す
と
く
三（
実
隆
）条
西
殿
へ
式
部
少
輔
を
た
し
申
さ
れ
候
へ
と
申
候

へ
は
」（
６
オ
）
い廿

一
日
、た
さ
る
ゝ
、
あ
そ
は
し
て
給
候
、
く（
巻
頭
）わ
ん
と
う
は
神
光
院
ま
い
ら
せ
ら
る
ゝ
、
ち（
軸
）く
は
主
の
と
ら
る
ゝ
、
そ
の
ゝ
ち
は

さ（
探
題
）く
り
た
い
也
、
御〔
後
〕鳥
羽
院
御
ゑ（
詠
）い
を
ひ
ら
か
る
ゝ
、
御
ぬ
し
の
し（
自
）筆
也
、
御
歌
三
首
あ
り
、
桜
さ
く
と
を
山
鳥
し
た
り
を
の
な
か
〳
〵 

し
日
も
あ
か
ぬ
色
哉
、
秋
の
露
や
袖
に
い
た
く

■
む
す
ふ
ら
ん
長
き
夜
あ
か
す
や
と
る
月
哉
、
袖
の
露
も
あ
ら
ぬ
色
に
そ
き
え
か
へ
る

う
つ
れ
は
か
わ
る
な
け
き
せ
し
ま
に
、
此
御
歌
也
、
皆
々
当
座
ひ（

披
講
）か
う
あ
り
て
、
其
後
鞠
あ
り
、
神
前
の
鞠
也
、
家
の
お
も
て
に
し（
注
連
）め
を

は
ら
る
ゝ
、
人
数
、
神
光
院
く（

葛
袴
）す
は
か
ま
、
某
ほ（
布
衣
）う
い
、
松
下
数
久
ほ
う
い
、
祝
重
知
ほ
う
い
、
鳥
居
大
路
為
平
く
す
は
か
ま
、
某
か
を�

す（
随
身
）い
し
ん
ま
て
き（

着
）せ
ま
い
ら
す
る
、
前
神
主
馬
場
茂
久
く
す
は
か
ま
、
前
神
主
森
泰
久
ほ
う
い
、
前
祝
重
賢
は
上し

や
う衣
に
て
鞠
座
へ
付
れ
す
、

葛
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歌
は
か
り
の
人
数
也
、
氏
人
修
理
進
国
氏
し
や
う
衣
、」（
６
ウ
）
上
野
氏
俊
し
や
う
衣
、
宮
内
少
輔
観
平
し
や
う
衣
、
又
六
保
為
し
や
う

衣
、
十
四
人
也
、
神
光
院
の
座
た（

畳
）ゝ

み
の
お（

面
）も

て
を
二
に
お
り
て
、
西
北
の
方
に
し（

敷
）か

る
ゝ
、
西
と
東
と
に
な
か
と
へ
を
し
く
、
西
の
座

某
・
鳥
居
大
路
為
平
・
祝
重
知
・
勝
願
院
、
氏
人
修
理
進
国
氏
・
上
野
氏
俊
・
又
六
保
為
、
東
ノ
座
上
松
下
数
久
・
馬
場
茂
久
・
森
泰
久
、

氏
人
式
部
少
輔
隆
久し

や
う
衣
、

・
宮
内
少
輔
観
平
、
鞠
森
泰
久
お
く
、
あ（

上
）け

鞠
松
下
数
久
也
、
神
前
之
鞠
な
る
に
よ
つ
て
也
、
ひ
る
す
き
八
時
分
よ
り
、

に
わ
か
に
時
雨
て
風
頻
、
ひ（

披
講
）か

う
す
き
て
は
れ
て
、
よ
き
し
め
り
也
、
鞠
事
外
し
む
、
七
之
す
き
に
は（

果
）つ

る
、
神
光
院
お（

追
鞠
）ひ

ま
り
の
と
こ

ろ
を
、
松
下
と
り
て
お
か
る
ゝ
、
か
き
は
け
あ
り
、
せ
ん
あ
か
り
て
、
か（

土
器
）わ

ら
け
の
も
の
に
て
大
さ
け
、
う（

謡
）た

い
な
り
、
鞠
は
て
ゝ
又
風

吹
て
時
雨
る
ゝ
、
又
は
る
ゝ
也
、
神
光
院
こ
れ
に
御
と
ま
り
也
、
く
き
・
み（

味
噌
水
）そう
つ
を
ま
い
ら
す
る
、
あ
か
す
つ
き
と
く
お
き
て
御
帰
り
、

ね（
寝
）て
い（
暇
乞
）と
ま
こ
ひ
も
申
さ
す
、
ま
へ
に
か
く
へ
き
事
を
し（
失
念
）ち
ね
ん
、
松
下
・
勝
願
院
に
当
座
に
く
す
ま〔
は
カ
〕か
ま
き
せ
ら
る
ゝ
、」（
７
オ
）

〈
□
気
能
、〉
廿
二
日
、貴
布
祢
へ
参
へ
き
心
中
に
て
、か（
髪
）み
を
あ（
洗
）ら
ふ
、勝
願
院
よ
り
八
時
分
き
た
り
候
へ
の
使
あ
り
、一
社
中
治
部
少
輔
・

㋑［
式
］
部
少
輔
・
宮
内
少
輔
ま
て
也
、
ほ（

芳
飯
）う
は
ん
あ
り
、
そ
の
の
ち
す
い
物
、
又
さ
せ
ん
も
ち
、
又
す
い
も
の
、
ち（
食
籠
）き
ろ
う
に
て
大
酒�

あ
り
、
面
目
し
む
也
、

廿
三
日
、
か
う
し
ん
の
歌
、
こ（

去
年
）そ
の
年
中
の　
当

府〔
座
カ
〕を
つ
き
て
三（
実
隆
）条
西
殿
へ
御
点
を
申
、
廿
首
御
か
け
、
某
六
首
、
鳥（
為
平
）居
大
路
三
首
、
勝
願
院

四
首
、
式
部
少
輔
二
首
、
宮
内
少
輔
二
首
、
千
光
二
首
、
雨
ふ
る
左
京
進
一
首
、
点
ふ
る
ま
い
勝
願
院
に
て
あ
り
、
夜
に
入
て
也
、
よ
を

た
い
あ
り
、

〈
雨
ふ
る
、〉
廿
四
日
、

〈
天
気
能
、〉
廿
五
日
、
月
次
又（

保
為
）六
所
あ
り
、
は（
晩
景
）ん
け
い
に
か（
土
器
）は
ら
け
の　
　

に
て
さ
け
あ
り
、
㋑［
六
之
す
き
に
は
つ
る
、］」（
７
ウ
）

廿
九
日
、
と（
土
解
祭
）けの
ま
つ
り
つ
ね
の
こ
と
し
、

三
月
朔
日
、
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三
日
、
御
神
事
つ
ね
の
こ
と
し
、
家
子
み
な
〳
〵
酒
を
い
た
す
、

十
日
、
や（

夜
須
礼
花
）

す
ら
い
は
な
つ
ね
の
こ
と
し
、
家
子
み
な
〳
〵
酒
を
い
た
す
、

「（
行
間
補
書
）

十
二
日
、
連
歌
、
勝
願
院
に
あ
り
、
与
五
郎
頭
也
、
ひ
る
草
の
も（

餅
）ち

に
て
よ
き
さ（

酒
）け

ふ
る
ま
う
、」

十
三
日
、
東
は
う
院
を
ほ（

細
川
高
国
）

そ
川
と
の
ゝ
む（

馬
廻
）ま

ま
は
り
十
人
は
か
り
あ
か
り
て
こ（

壊
）ほ

す
、
お
さ
ゆ
へ
き
由
申
候
へ
共
、
氏
人
か
た
ら
い
を
ゑ

て
、
と
か
く
申
、
い（

飯
尾
近
江
守
貞
運
）

の
お
の
あ
ふ
み
か
た
へ
行
、
談
合
申
候
へ
共
、
こ
ほ
す
た
ん
に
成
候
て
は
、
せ（

是
非
）ひ

に
お
よ
は
ぬ
由
申
、
か
へ
り
に
大

内
さ
ま
へ
ま
い
り
、
の（

能
）う

を
け（

見
物
）ん

ふ
つ
申
、」（
９
オ
）

廿
五
日
、
連
歌
、
右
馬
助
頭
、
主
所
に
て
あ
り
、
ひ
る
草
の
も（

餅
）ち

に
て
酒
い
た
す
、

廿
九
日
、御
か
ら
祭
の
ひ
ら
て
つ
け
あ
り
、上（

浄
）衣
の
人
数
す
る
、ひ
る
さ
け
い
た
す
、卅
日
に
は
こ
と
〳
〵
く
と
ゝ
の
へ
て
か（
唐
櫃
）ら
ひ
つ
に
い
る
ゝ
、

四
月
朔
日
、
四
時
分
ま
て
雨
ふ
る
、
御
れ
う
立
時
分
よ
り
雨
ふ
ら
す
、
御
ま
か
り
ま
て雨

は
れ
て
、
め
て
た
し
、
三
月
卅
日
八
時
分
よ
り
は（
母
）ゝ
に
て
候

大
方
殿
さ（

坂
本
）か
本
へ
御
ま
い
り
也
、
中（
中
堂
供
養
）
た
う
く
や
う
来
四
日
也
、
せ（
善
）ん
の
つ（
綱
）な
卅
日
の
は（
晩
景
）ん
け
い
よ
り
、
さ
か
も
と
の
さ
ら
い
の
社
の
そ
は

ま
て
か
く
る
、
せ
ん
の
つ
な
は
薬
師
の
御
て（

手
）は
い（
糸
）と
、
御
た（
堂
）う
の
う
ち
は
、
き（
絹
）ぬ
の
き
よ
り
布
五
た
ん
也
、
な
か
に
さ（
差
縄
）し
な
は
を
い
れ
て
、

よ（
縒
）り
あ
わ
す
る
、
四
日
に
は
さ
か
も
と
は
十
四
た
ん
よ
り
あ
わ
す
る
よ
し
申
、
せ
に
は
こ
七
間
、」（
９
ウ
）
た
け
一
け
ん
也
、

二
日
、
ほ（

細
川
高
国
）
そ
川
と
の
山
へ
御
あ
か
り
、
つ（
辻
固
）ち
か
た
め
也
、〈
き（
騎
馬
）は
六
き
、〉

「（
行
間
補
書
）

氏
神
ま
つ
り
也
、
こ
れ
よ
り
馬
五
疋
い
た
す
、
社
務
代
ち（
筑
前
守
）くせ
ん
の
か
み
也
、」

三
日
、
公（

足
利
義
稙
）
方
さ
ま
御
成
、
大（
大
津
）つ
よ
り
三（
山
王
彼
岸
所
）

王
ひ
ん
か
ん
し
よ
に
て
御
い（
一
献
）こ
ん
ま
い
る
、
座（
尭
胤
法
親
王
）

主
御
坊
へ
御
な
り
あ
り
、

五四

日
、
一
社
中
同
道
に
て
ち（
聴
聞
）や
う
も
ん
に
ま
い
る
、
松（
数
久
）下
は
か
り
三
日
よ
り
さ
か
も〔
と
脱
〕へ也
、
今
日雨
ふ
る
に
よ
つ
て

の（延）ふ
る
よ
し
申
、
八
の
す
き
よ
り
み

な
〳
〵
出
し
也
、
か（
楽
）く
人
と（
鳥
兜
）り
か
ふ
と
に
て
、
か（
楽
）く
屋
へ
し（
出
仕
）ゆ
つ
し
す
る
、
出
し
み
な
〳
〵
さ
か
こ
し
也
、
公
方
さ
ま
御
た（
立
烏
帽
子
）
て
ゑ
ほ
し
、�

と（
木
賊
色
）くさ
い
ろ
の
か（

狩
）り
衣
也
、
殿
上
人
六
人
、
ま（

万
里
小
路
秀
房
）

て
の
小
路
と
の
・
あ（

阿
野
季
時
）
の
と
の
・
あ（

飛
鳥
井
雅
綱
）

す
か
い
と
の
南
と
の
中
将
と
の
・
北（

飛
鳥
井
頼
孝
）

と
の
少
将
と
の
・�

辻
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ひ（
高
倉
永
家
）

や
う
へ
の
す
け
と
の
・
く（

勧
修
寺
尹
豊
）

わ
せ
う
寺
の
さ
ゑ
も
ん
の
す
け
と
の
、
み
な
〳
〵
ほ（

布
衣
）う

い
也
、
御
こ（

輿
）し

は
お（

大
原
童
子
）

は
ら
と
う
ち
か（

髪
）み

を
わ
け
て
、

し（
白
）ろ

き
」（
10
オ
）
す（

素
襖
）は

う
に
て
か（

舁
）く

、
あ
と
に
六
方
か（

傘
）さ

を
も
た
す
る
、
雨
の
ふ
る
と
き
は
き
て
か
く
也
、
と（

導
師
）う

し
お（

御
室
覚
道
法
親
王
）

む
ろ
の
宮
也
、

御
こ
し
か
き
た
て
ゑ
ほ
し
に
て
、
く（

黄
）わ

う
衣
を
き
て
か
く
也
、
か（

梶
井
宮
尭
胤
法
親
王
）

ち
の
宮
座
主
の
御
坊
の
御
こ
し
お（

大
原
童
子
）

は
ら
と
う
ち
く（

公
方
様
）はう

さ
ま
の
こ
と
く

也
、
御
た（

堂
）う

の
う
ち
に
両
方
に
か（

高
座
）う

さ
あ
り
、
そ
の
上
へ
御
あ
か
り
あ
り
、
し（

衆
徒
）ゆ

と
そ
の
■
ほ
か
の
し（

衆
）う

は
ひ
ろ
庭
に
き（

北
南
）た

み
な
み
に�

か（
仮
屋
）り

や
あ
り
、
き
こ
へ
し
ゆ
う
也
、
大
は
う
し
う
十
人
、
い
上
百
卅
人
也
、
か（

楽
）く

人か
く
人
ほ
さ
つ
の
や
う
に
い
て
た
つ
也
、

ほ（菩薩
）さ
つ
六
人
・
て（蝶鳥
）う
と
り
四
人
・
か
く
人　
　
　

御

た
う
の
そ
と
を
ま
わ
ら
る
ゝ
也
、
六
人
の
ほ
さ
つ
い
ち
さ
き
也
、
そ
の
あ
と
て
う
と
り
四
人
、
そ
の
あ
と
か
く
人
、
そ
の
あ
と
ほ（

法
師
）う

し
也
、

け（
花
筥
）こ
み
な
〳
〵
き
な
り
、
御
た
う
の
そ
と
に
二
と
を
り
ぬ（
布
）の
を
し（
敷
）く
也
、
御
ま
へ
の
き（
北
端
）た
は
し
に
は
、」（
10
ウ
）
あ（
青
）ほ
き
も（
木
綿
）ん
め
ん
の
し

く
、
ゑ（

縁
）ん
に
は
ぬ
の
を
し
く
也
、
ふ（
舞
台
）た
い
の
ら（
欄
干
）ん
か
ん
は
あ（
赤
）か
き
ぬ
の
に
て
ま
か
る
ゝ
也
、
公（
足
利
義
稙
）
方
さ
ま
は
御
た
う
の
き
た
の
か
た
を
二
間

か
こ
い
て
御
座
あ
り
、
ま
へ
二
間
に
み
す
か
く
る
、
殿
上
人
は
御
ま
へ
の
ゑ
ん
に
し（

祗
候
）こ
う
、
そ〔
ほ
そ
カ
〕の川
と
の
道
は
か（
褐
）ち
ん
の
す（
素
襖
）は
う
、
う（
後
堂
）し

ろ
た
う
に
て
ひ（

直
垂
）た
ゝ
れ
に
め
し
か
ゆ
る
、
か
さ
ね
ひ
た
ゝ
れ
〈
も（
紋
笹
）ん
さ
ゝ
、〉
大
く（
口
）ち
也
、
は（
畠
山
尚
順
）
た
け
山
と
の
ゝ
御（
畠
山
稙
長
）
さ
う
し
あ（
浅
黄
）さ
き
の
け（
絹
）ん
、�

ぬ（
縫
目
付
）い
め
つ
け
也
、
南
の
ゑ
ん
に
し
こ
う
也
、
七
す
き
御
た
う
を
ま
わ
ら
る
ゝ
ま
て
み
て
、
け（
下
向
）か
う
申
、
五
の
す
け〔
き
カ
〕に
は
つ
る
よ
し
申
、」

（
11
オ
）　
　

（
半
丁
白
紙
）　　
　
　

」（
11
ウ
）

享
禄
弐
年
正
月　

一
日
、
い
つ
も
の
こ
と
く
か
ん
の
い（

祝
）わ
ゐ
過
て
社
参
申
、
太
田
ヨ
リ
氏
神
へ
参
、
正〔
聖
カ
〕神
寺
へ
参
、
御
本
そ（
尊
）ん
は
天
下
ら（
乱
）ん
に
ヨ
リ
テ
神
光

院
御
た（

堂
）う
へ
う（
移
）つ
し
申
さ
る
ゝ
、
い
ま
は
き（
帰
座
）さ
な
し
、

御
神
事
つ
ね
の
こ
と
し
、七
時
に
出
仕
申
、一
の
鳥
居
ヨ
リ
参
、正
し
う
し
の
ひ（

比
丘
尼
）く人
衆
社
参
に
て
、ろ（

楼
）う
門
に
て
御
料
御
お（

折
紙
）り
か
み
給
ふ
、�

褐
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あ（
預
）つ

か
り
大
夫
お（

遅
）そ

く
参
て
、
小
預
り
よ
ひ
に
つ
か
は
す
、
先
さ（

榊
）か

き
を
も
ち
て
き
た
る
、
又
い
こ
ゑ（

延
引
）ん

に
ん
に
て
人
を
よ
ひ
に
つ
か
は

す
、
か（

楽
）く

人
参
す
、
松（

数
久
）下

代
馬
場
の
兵
衛
少
輔
也
、
く（

歓
楽
）わ

ん
ら
く
に
ヨ
リ
テ
正（

賀
茂
重
知
）

祝
こ
く
わ
ん
や
く
に
参
、
こ（

権
）ん

の
祝
代
し（

志
摩
）ま

守
、
貴
布
祢

へ
参
間い

上
五
人
也
、

、
も（母屋
）や
へ
三
人
ヨ
ル
、
与
次
大
夫
一
人
の
こ
ら
す
、
は（

拝
礼
座
）いら

い
の
さ
に（

西
）し

に
よ（

横
）こ

座
に
た（

畳
）ゝ

み
を
し
き
て
、
し
た
に
な
か
と
へ
し

く
間
、
く（

曲
）せ

事
の
よ
し
申
て
、
東
に
た
ゝ
み
を
し
か
せ
て
西
に
な
か
と
へ
を
し
か
す
る
、
祝
西
な
を
ら
る
ゝ
間
、
東
に
な
を
る
へ
き
由
申

て
な
を
す
、
は
い
ら
い
と（

年
）し

に
か
は
り
て
、
西
東
ヨ
リ
す
る
ヨ
シ
申
さ
る
ゝ
間
、
さ
や
う
に
は
な
き
由
申
、
西
よ
り
二
ら（

礼
）い

さ
せ
て
、
又

東
ヨ
リ
二
ら
い
す
、
や
か
て
下
向
申
、

「（
上
欄
補
書
）

す
こ
む
し
く
御
ち
や
う
参
、
く（

具
足
）そ

く
は
こ（

小
土
器
）かわ

ら
け
を
五
重
て
上
に
は
か
り
ひ
ら
き
に
、
あ（

荒
布
）ら

め
を
ま
せ
て
い
る
ゝ
、
と（

飛
）ひ

魚
を
こ
ま

こ
に
き
さ
み
て
小
か
わ
ら
け
に
入
て
ま
い
ら
す
る
、
せ（

節
供
）つ
く
の
御
料
、
日
御
料
、
さ
ん
と
入
に
入
る
ゝ
、
か
わ
ら
け
の
数
い
上
九
也
、
と

を
る
也
、」

二
日
、
夕
か
た
ヨ
リ
雨
ふ
る
、
夜
一
よ
ふ
る
、
け（

家
来
）ら
い
の
衆
皆
礼
き
た
る
、
と
り
さ
か
な
㋑［
に
て
］
酒
の
ま
す
る
、
大
和
守
あ（
扇
）ふ
き
も

ち
て
礼
に
き
た
る
、」（
12
オ
）

三
日
、
朝
の
程
は
雨
ふ
つ
て
、
す
こ
し
は
れ
て
又
雪
ふ
る
、

〈
天
気
よ
し
、〉
四
日
、
下
参
代
官
に
志
摩
守
参
す
る
、
く
わ
い
に
ん
の
ゆ
へ
也
、
作
所
不
あ（

案
）内
に
ヨ
リ
テ
社
頭
ノ
テ（
手
斧
初
）ウ
ノ
ハ
シ
メ
シ
テ
、

社
務
へ
キ
タ
ル
間
、
ク（

曲
）セ
事
ノ
ヨ
シ
申
、
ヲ（
押
手
）シ
テ
ノ
御
前
ニ
テ
吉
書
ア
リ
テ
、
社
頭
ノ
テ
ウ
ノ
ハ
シ
メ
申
て
、
社
務
ヘ
キ
タ
リ
テ
、
社
務

ニ
テ
テ
ウ
ノ
ハ
シ
メ
ア
ル
事
ノ
ヨ
シ
、
カ
タ
ク
イ
ヽ
ツ
ク
ル
也
、
吉
書
ノ
イ
ハ
イ
、
コ
ふ
・
カ（

勝
栗
）チ
ク
リ
三
ツ
、
サ
カ
ツ
キ
ニ
テ
ヒ
ヤ
也
、

二
コ（

献
）ン
カ（
燗
）ン
ニ
テ
ア
リ
、
三
コ
ン
ハ
鳥
の
ス
イ
物
十
ニ
入
る
ゝ
、
ニ
コ
リ
酒
也
、
其
後
家
ノ
子
ヨ
リ
所
司司

・
目
代
・
六
郷
・
ヲ（
落
田
）ツ
タ
九
人

ヨ
リ
、
タ
ル
カ
タ
ニ
ツ
ヽ
ニ
サ
カ
ナ
ア
ア〔

ラ
〕マ
キ
一
ツ
ツ
ヽ
イ
タ
ス
、
タ
ル
カ
タ
〳
〵
ト
ア
ラ
マ
キ
一
ツ
、
タ（
大
工
）イ
ク
カ
タ
ヘ
ヲ
ロ
ス
、
シ（
出
納
）ユ

ツ
ナ
ウ
モ
チ
テ
ユ
ク
、
ふ（

藤
木
）チ
キ
一
そ（

束
）ク
、
社
務
ヨ
リ
ツ
カ
ハ
ス
、
又
タ
ル
カ
タ
〳
〵
ア
ラ
マ
キ
一
、
ヤ（

様
器
）ウ
キ
カ
タ
ヘ
ヲ
ロ
ス
、
セ（

膳
所
別
当
）
ン
シ
ヨ

榊
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ノ
ヘ
ン
タ
ウ
ウ
ケ
ト
リ
テ
、
そ
の
さ
た
を
い
た
す
、
初
コ
ン
、
こ
ふ
・
カ
チ
く
り
、
三
つ
さ
か
つ
き
に
て
ひ
や
也
、
二
こ
ん
鳥
の
す
い
物
、

よ
き
酒
を
か
ん
し
て
一
つ
へ
ン
ト
ヲ
ス
、
三
こ
ん
は
、
家
の
子
の
た
る
也
、
さ
か
な
、
す
い
物
に
し
て
参
す
る
、
所
司
・
目
代
し
や
く
に

た
つ
、
セ
コ
ハ
□
□
い
た
す
、
う（

謡
）た

い
あ
り
、
か
は
ら
け
の
物
二
つ
ゝ
い
た
す
、
と（

飛
魚
）ひ

う
を
と
」（
12
ウ
）
㋑［
く
き
と
也
、
せ（

膳
部
）ん

ふ
こ
し
］

ら
ゆ
る
、
も
と
は
鳥
の
す
い
物
に
二
し
ゆ
さ
か
な
、
を
く
め
と
も
進
す
、
鳥
の
す
い
物
ま
て
の
由
、
せ
ん
ふ
申
間
、
こ
れ
に
も
そ
の
ふ
ん

に
て
、
鳥
の
す
い
物
ま
て
也
、
鳥
は
な
に
い
る
ゝ
也
、
く（

勧
修
寺
）わせ

う
寺
殿
の
御
つ
ほ
ね
へ
御
は（

歯
固
）か

た
め
・
日
の
御
料
参
る
、

〈
天
気
よ
し
、〉
五
日
、
さ
と
五（

為
学
）条

殿
へ
日
供
・
御
は（

歯
固
）か

た
め
ま
い
ら
せ
ら
る
ゝ
、
又
た（

高
辻
長
雅
）

か
つ
ち
と
の
へ
も
御
は
か
た
め
参
ら
る
ゝ
、
馬（

茂
久
）場

へ
礼
行
、
い
わ
ゐ
あ
り
、
祝（

賀
茂
重
知
）
へ
も
行
、
か
と
よ
り
帰
る
、
そ
の
後
馬
場
お（
親
子
）や
こ
・
祝
お
や
こ
よ
ふ
、
鯉
、
さ（
座
敷
）し
き
に
て
、
馬
場
子
息
は（
包
丁
）う

ち
や
う
せ
ら
る
ゝ
、
や
か
て
す
い
物
に
し
て
よ
き
さ
け
ま
い
ら
す
る
、
は
し
め
は
こ
ふ
・
か
ち
く
り
・
三
さ
か
つ
き
、
ひ
や
に
て
い
わ
ふ
、

の
ち
か
ん
を
し
て
こ
は
ん
に
て
ま
い
ら
す
る
也
、

〈
天
気
よ
し
、〉
六
日
、
う（

卯
杖
）つ
ゑ
、
す
く
に
御
前
へ
出
置
申
、
御
内
へ
禰
宜
二
・
祝（
賀
茂
重
知
）
二
、
四
つ
参
、
ち
い
さ
き
を
参
す
る
間
、
く（
曲
）せ
事
の
由

申
セ
ハ
、
神
人
へ（

別
）ち
に
大
な
る
あ
る
由
申
て
、
大
な
を
参
す
る
、
あ（
預
）つ
か
り
の
や（
役
）く
也
、
の（
祝
詞
）つ
と
あ
り
、
御
戸
を
お
さ
め
て
、
祝
東
の
す

へ
り
い
た
の
北
の
か
た
に
つ（

蹲
）く
は
ら
る
ゝ
、
神
主
某
御
前
に
て
は（
拝
）い
し
て
同
す
へ
り
い
た
の
南
の
方
に
い
る
、
そ
の
ほ
か
代
官
衆
小
庭
よ

り
す
へ
り
い
た
へ
よ
る
、
又
小
庭
よ
り
あ
つ
か
り
う
つ
ゑ
を
ま
い
ら
す
る
、
代
官
は
二
て
有
て
、
ぬ
し
の
か
た
へ
一
て
ま
い
ら
す
る
、
社

ま
は
り
を
し
て
す
く
に
下
向
申
、

「（
上
欄
補
書
）

や（様器
）う
き
い
つ
も
の
こ
と
く
、
御
つ
ゝ
み
三
つ
ま
い
ら
す
る
、
は
な
ひ
ら
十
つ
ゝ
、
ひ
し
五
つ
ゝ
也
、
は
な
ひ
ら
一
つ
ゝ
い
た
す
也
、
は

な
ひ
ら
大
さ
六
寸
也
、」」（
13
オ
）

円
勝
坊
法
華
た（
堂
）う
千
つ
と
め
て
け（
結
願
）ち
く
わ
ん
申
て
下
山
也
と
て
、
さ（
指
樽
）し
た
る
た
ふ
、
か
う
の
物
・
さ
か
な
に
て
礼
に
き
た
ら
る
ゝ
、
た（
豆
腐
）う

ふ
の
す
い
物
に
て
さ
け
ま
い
ら
す
る
也
、
さ（

坂
本
）か
も
と
さ
け
の
よ
き
也
、
し
や
り
わ
う
し
や
う
の
御
ふ（

封
）う
を
こ
ひ
て
お
く
、

辻
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七
日
、
よ（

宵
）ひ

よ
り
大
雨
ふ
る
、
鳥
き
い
て
す
く
に
御
前
へ
参
、
松（

数
久
）下

代
お
そ
し
、
ひ（

篳
篥
）ち

り
きか

く
に
ん
、

伊
賀
十
一
に
な
る
ま（

孫
）こ

を
つ
れ
て
参
、
ふ（

笛
）ゑ

を
志
摩
守
の
と
こ
ろ
へ
と
り
に
つ
か
は
し
て
、伊
賀
に
ふ
ゑ
を
ふ
か
す
る
、ま
こ
は
ひ
ち
り
き
を
ふ
く
、御
く
わ
ん
や
く
也
、又
魚う

を

の
御
料
、

御
ま
か
り
も
申
さ
て
、
志
摩
守
大
田
へ
ま
い
る
間
、
大
ゆ（

床
）か

の
東
の
方
の
一
人
下
へ
お
り
て
、
御
ま
か
り
申
、
く（

曲
）せ

事
也
、
御
ま
か
り
申

は
て
ゝ
、
又
大
床
へ
あ
か
り
て
、
神
馬
ひ
か
す
る
也
、
な（

奈
良
）ら

ま
て
社
ま
は
り
し
て
、
み（

御
籍
）ふ

た
の
屋
へ
よ
る
、
社
官
衆
は
御
料
の
御
ま
か
り

を
さ（

三
度
入
）んと

い
り
に
さ
は
と
い
る
ゝ
、
氏
人
と
は
て（

庁
飯
）う

は
ん
也
、
社
務
・
祝（

賀
茂
重
知
）

ま
へ
に
さ（

三
毬
杖
）きつ

ち
や
う
と（

灯
）ほ

す
、
同
す
み
も
二
つ
お
く
、
す
こ

む
し
く
御
料
の
く（

具
足
）そ

く
か（

土
器
）は

ら
け
一
つ
つ
ゝ
と
お
す
、
み（

味
噌
水
）そう

つ
一
は
ん
に
ま
い
ら
す
る
、
別
当
大
夫
魚
御
料
の
御
ま
か
り
、
の
し
か
は

ら
け
に
入
て
と
あ
ち
一
と
と（

飛
魚
）ひ

う
を
こ
ま
か
に
き
さ
み
て
と
、
三
種
と
を
す
、
又
た
ち
さ
か
なゑ

ひ
、と

て
二
つ
に
わ
り
て
、
な
か
ら
つ
ゝ
と
を

す
、
さ
け
は
三
こ
ん
也
、
三
こ
ん
め
あ
ひ
の
物
な
る
を
し（

失
念
）つ
ね
ん
い
た
す
あ
ひ
た
、
三
と
い
り
に
て
御
め
ん
な
れ
の
由
申
、
心
へ
を
な
す
、

三
こ
ん
㋑［
め
に
せ
う
］
し
、
目
代
し
や
く
に
立
、
さ
し
き
は
て
ゝ
、
せ
う
し
」（
13
ウ
）
て（
手
水
）う
つ
を
お
き
㋑［
ま
い
ら
す
る
］、
ま
い
り
も

下
向
も
は
し
も
と
よ
り
鳥
居
へ
申
、
座
敷
は
て
ゝ
、
夕
御
料
参
、
志
摩
守
番
也
、
せ（

節
供
）つ
く
の
御
料
も
と
を
り
ま
い
ら
す
る
、
か（
土
器
）わ
ら
け
の

数
、
さ
ん
と
い
り
二
、
み
そ
う
つ
は
へ（

別
）ち
か
わ
ら
け
也
、
こ
か
は
ら
け
五
、
い
上
八
也
、
大
こ（
鯉
）い
の
代
鳥
、
目
代
よ
り
ま
い
ら
す
る
、
御

ま
か
り
も
目
代
へ
と
る
、

〈
一
日
雨
ふ
る
也
、
く
も
り
也
、〉
八
日
、
神
光
院
殿
あ（

扇
）ふ
き
を
も
た
せ
て
礼
に
御
出
あ
り
、
た（
豆
腐
）う
ふ
の
す（
吸
）い
物
に
て
い
わ
ゐ
申
、
一（
市
原
野
）原野

よ
り
一
は（

和
尚
）ん
し
や
う
・
中
間
、
そ
の
外
十
一
人
礼
に
き
た
る
、
も
ち
て
き
た
る
物
と
も
二
し（
種
）ゆ
さ
か
な
に
、
さ（
盃
）か
つ
き
す
ゑ
てに
せ
ん
也
、
二
ツ
、
又

ゑ（
海
老
）ひ
と
こ（
小
鯛
）た
い
と
、
ま
へ
に
こ（
昆
布
）ふ
一
は
、
く（
供
饗
）き
や
う
に
す
ゑ
て
ま
い
ら
す
る
、
又
鳥
を
し
ろ
き
か
は
ら
け
に
入
一
つ
、
あ
か
き
は
な
ひ
ら
、

く
き
や
う
に
す
ゑ
て
三
つ
ま
い
ら
す
る
を
二
つ
い
た
す
間
、
く（

曲
）せ
事
の
よ
し
申
は
、
ま
ゑ
〳
〵
此
分
の
よ
し
申
間
、
一
段
く
せ
事
申
、
ま

ゑ
の
日
記
を
み
よ
と
申
は
、
ゑ
み
申
さ
す
、
来
年
よ
り
ほ（

奔
走
）ん
そ
う
申
へ
き
由
申
て
、
わ（
詫
）ふ
る
間
、
数
の
ま
す
事
め
て
た
け
れ
、
た
ら
て
は

か（
叶
）な
ふ
ま
し
き
よ
し
申
は
、
三
つ
の
分
ま
い
ら
す
る
、
ひ
し
の
な
か
さ
一
尺
三
寸
也
、
あ
つ
さ
八
分
也
、
み
か
ゝ
み
一
つ
、
お
ほ
き
さ�
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二
尺
二
寸
、
あ
つ
さ
二
寸
也
、
は
な
ひ
ら
十
、
あ
ひ
き
や
う
一
、
か（

柑
子
）う

し
一
く（

果
）は

す
ゆ
る
也
、
又
き（

饗
）や

う
二
せ（

膳
）ん

、
御　

と
り
、ま

は
り
三
つ
、
さ

き
に
一
せ
ん
は
」（
14
オ
）
御
ま
は
り
一こ

な
た
に
お
く
也
、

の
こ
し
て
中
間
い
た
す
、
へ（

瓶
子
）い

ち
に
酒
を
入
も
ち
て
き
た
り
て
、
ひ
や
に
て
ま
い
ら
す
る
、
又

こ
な
た
よ
り
と
り
さ
か
な
に
て
ひ
や
に
て
さ（

酒
）け

の
ま
す
る
、
一
は
ん
し
や
う
と
中
間
と
に
は
、
つ（

作
紙
）く

り
か
み
二
て（

帖
）う

八
ま（

枚
）い

つ
く
り
也
、

上
に
あ
ふ
き
を
す
ゑ
て
い
た
す
、
五
せ
ん
あ
ふ
き
也
、
の
こ
り
の
九
人
に
は
は
な
ひ
ら
一
つ
ゝ
い
た
す
処
に
、
一
は
ん
し
や
う
・
中
間
も

は
な
ひ
ら
給
候
へ
き
由
申
、
前
に
い
た
す
し
た
る
事
な
き
由
申
は
、
ま
か
り
か
へ
る
也
、
夕
か
た
氏
人
大
和
守
か
た
へ
日
供
遣
す
、

九
日
、
一
日
雨
ふ
る
、
大
和
守
子
日
供
の
礼
に
き
た
る
、
て（

伝
奏
勧
修
寺
尚
顕
）

ん
そ
う
へ
日
供
と
御
は（

歯
固
）か

た
め
と
ま
い
ら
す
る
也
、
勝
願
院
経
所
衆
せ
ち
な

か
は
な
る
処
へ
、
神
光
院
若
人
数
を
め
し
つ
れ
、
松
は（

囃
子
）や
し
を
か
け
ら
る
ゝ
、
お
の
〳
〵
せ
ん
を
も
ち
て
立
由
申
、

十
日
、
天
気
能
、

〈
雨
降
す
、〉
十
一
日
、
し（

精
進
）や
う
し
ん
の
頭
ふ（
振
舞
）る
ま
い
つ
ね
の
こ
と
し
、
貴
布
祢
お（
奥
）く
の
坊
牛
玉
も
ち
て
、
礼
に
き
た
る
、
よ
き
さ（
酒
）け
に

て
い
わ
ふ
、
同
右
京
亮
礼
に
き
た
る
、
同
き
座
敷
に
て
い
わ
ふ
、
夕
か
た
供
僧
宮
内
卿
礼
に
き
た
る
、
酒
」（
14
ウ
）
つ
き
い
た
す
へ
き�

由
申
は
、
重
而
参
へ
き
由
に
て
帰
る
、

〈
天
気
能
、〉
十
二
日
、
目
代
よ
りの

し
・ゑ
ひ
・
さ（
雑
煮
）う
に
、
二
し
ゆ
さ
か
な
・
か（
雁
カ
）ん
・
た（
鯛
）い
の
す
い
物
、
一
て
う
し
た
ふ
、
あ
ひ
若
と
つ
く
り
、�

く（
茎
）き
・
と（
飛
魚
）ひ
う
を
さ
か
な
に
て
も
ち
て
き
た
ら
る
ゝ
、

〈
夕
か
た
雨
ふ
る
、〉
十
三
日
、
大（

内
裏
、後
奈
良
天
皇
）

り
さ
ま
御
く（
巻
数
）わ
ん
し
ゆ
、
て（
伝
奏
勧
修
寺
尚
顕
）

ん
そ
う
へ
まき
く
て
い
と
の
守
の
分
ま
い
ら
す
る
、

い
ら
す
る
、
神
主
■
某竹
内
、・
鳥（為平
）居
大
路
・
松（
数
久
）下
・
祝
四
本
ま
い

ら
す
る
、
わ
た
く
し
の
く
わ
ん
し
ゆ
、
三（

実
隆
）条
西
殿
・
ま（
万
里
小
路
秀
房
）

て
の
小
路
殿
・
か（
甘
露
寺
伊
長
）

ん
ろ
し
と
の
・
てく
わ
せ
う
し
と
の
也
、

ん
そ
う
、
く（
光
照
院
、足
利
義
視
女
）

わ
う
せ
う
ゐ
ん
と
の
さ
ま
へ
ま

い
ら
す
る
、
馬（

茂
久
）場
殿
お
り
候
間
、
一
ま
い
ら
す
る
、
祝
又
お
り
候
へ
共
、
は
や
な
く
候
間
、
せ（
是
非
）ひ
に
お
よ
は
す
候
、

〈
天
き
よ
し
、〉
十
四
日
、
市
番
頭
た
ん
は
す
る
く（

供
御
）こ
た
ふ
へ
き
由
申
せ
と
も
、
し（
斟
酌
）ん
し
や
く
し
候
へ
は
、
宮
内
少
輔
こ
き
を
遣
て
た
ふ
、
又

あ
ひ
若
か
た
よ
り
、
二
と（

度
）ま
て
く
こ
た
ふ
へ
き
よ
し
申
さ
れ
候
へ
共
、
市
よ
り
た
ふ
間
い
や
と
申
は
、
ひ
る
一
て
ふ
し
も
ち
て
き
た
り
ふ
る
、

（
菊
亭
公
彦
）
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御
た（

棚
）な

つ
ね
よ
り
も
ふ（

不
法
）ほ

う
也
、
目
代
代
右
京
進
す
る
け（

啓
文
）い

も
ん
長〔

庁
〕屋

の
小
ゑ（

縁
）ん

に
て
い
つ
も
の
こ
と
く
申
、」（
15
オ
）
日
供
の
御
ま
か

り
と
を
る
、
け
い
も
ん
も
は
て
ぬ
に
未
聞
、
小
山
郷
・
岡
本
郷
二
郷
の
御
へ（

幣
）い

を
の
き（

絹
）ぬ

を
長
屋
の
前
に
て
と
り
て
座
敷
に
も
ち
て
い
る
、

前
代
み（

未
聞
）も

ん
の
く（

曲
）せ

事
也
、
と
か
く
申
も
の
は
な
し
、
あ（

暁
）か

つ
き
の
鳥
御
た（

棚
）な

の
し
ゆ
う
よ
り
さ
き
に
う
た
ふ
間
、
あ
か
つ
き
の
神
事
お

そ
し
、
す
こ
む
し
く
、
こ
ち
や
う
つ（

朔
日
）い

た
ち
の
こ
と
く
に
あ
り
、

〈
天
き
よ
し
、〉
十
五
日
、
御
ま（

前
）へ

ゝ
す
く
に
し（

出
仕
）ゆ

つ
し
申
、
先
か（

粥
杖
）い

つ
ゑ
二
本
つ
ゝ
、
ね（

禰
宜
）き

・
祝（

賀
茂
重
知
）

の
参
、
うか

い
二
、ね
き
・
は
ふ
り
の
参
、

を
の
御
料
は
ね
き
か
た
は
か

り
也
、
せ（

節
供
）つ

く
の
御
料
、
か
う
た
て
に
も
ち
い
る
、
二
は
い
也
、
こ（

鯉
）い

の
代
に
た（

鯛
）い

、
鳥
の
た
い
に
の
し
、
御
こ（

狛
カ
）き

の
御
料
つ
ね
の
こ
と

し
、
た
い
・
し
や
こ
二
お（

折
敷
）し

き
、
な（

海
鼠
）ま

こ
代
に
こ（

小
鯛
）た

い
二
つ
ゝ
、
二
お
し
き
ね
ふ
る
、
二
お
し
き
な（

茄
子
）す

ひ
、
さ（

三
度
入
）んと

い
り
に
一
いい

り

り
て
二
、

御
ひ
つ
の
御
料
に
は
と（

飛
魚
）ひ
う
を
の
上
に
ゑ
ひ
参
、
つ（
朔
日
）い
た
ち
・
七
日
・
十
五
日
に
は
い
つ
も
参
、
正
月
は
か
り
の
事
也
、
御
し（
精
進
）や
う
し
は

か
り
東
の
御
た（

台
盤
）い
は
ん
の
下
へ
参
、
大
こ
ひ
の
代
た
い
ま
い
ら
す
る
、
社
務
よ
り
七
日
の
こ
と
く
社
ま
は
る
、
な（
奈
良
）ら
ま
て
申
て
、
御
ふ（
籍
）た

の
屋
へ
よ
る
、
座
敷
と
を
り
も
の
い
下
七
日
の
こ
と
く
て（

調
進
）う
し
ん
、」（
15
ウ
）
さ（
酒
）け
な
き
は
か
り
也
、
松（
数
久
）下
代
志
摩
守
、
太
田
氏
神
へ
参

間
、
ま
て
と
も
お
そ
し
、
こ
と
〳
〵
く
い
は
ふ
て
、
し（
尻
末
）り
す
ゑ
ま
て
と
を
り
て
す
る
、

〈
天
き
よ
し
、〉
十
六
日
、
座
敷
つ
ね
の
こ
と
く
に
御
た（

棚
）な
の
御
さ（
菜
）い
十
二
し（
種
）ゆ
、
目
代
よ
り
と
を
す
、
き
り
鳥
せ（
膳
所
）ん
し
よ
の
別
当
と
を
す
、

さ（
酒
）け
す
き
て
、
あ
さ
御
料
参
、
も
と
は
さ
け
よ
り
前
に
参
、
け（
啓
文
）い
も
ん
つ
ね
の
こ
と
し
、
け
い
も
ん
す
き
て
、
夕
御
料
参
、
ふ（
歩
射
）し
や
の
ゆ（
弓
）

み
あ
り
、
社
務
・
祝（
賀
茂
重
知
）
二
人
つ
ゝ
た
つ
、
五
人
参
間
、
末
三
人
つ
ゝ
い
る
、
め
つ
ら
し
き
由
申
せ
は
、
此
間
か
く
の
こ
と
く
と
申
、
十
一
た

ち
の
の
ち
は
、
う
し
ろ
よ
り
い
る
也
、
引
出
物
の
こ（

小
刀
）か
た
な
十
一
、
こ（
厚
紙
）う
し
一
て（
帖
）う
、
社
務
よ
り
い
た
す
、
ち（
中
紙
）う
し
・
さ（
雑
紙
）つ
し
は
郷
司
よ

り
い
た
す
、
日
供
伊
賀
守
知
人
よ
り
参
て
、
御
ま
か
り
は
ゝ
い
た
す
、　

〈
天
き
□
し
、〉
十
七
日
、
貴
布
祢
へ
参
、
馬
小
野
郷
よ
り
い
た
す
を
近
年
郷
司
代
物
に
て
と
る
、
こ
つ
か
い
に
馬
い
た
す
」（
16
オ
）
へ
き
由
、

か
た
く
申
付
、
こ
と
し
は
は（

早
）や
か（

郷
司
）う
し
へ
代
物
に
て
ま
い
ら
す
る
間
、
来
年
よ
り
馬
に
て
参
へ
き
由
わ
ひ
事
申
間
、
て（

伝
）ん
馬
に
て
参
、
一
野
の
人

禰
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夫
た
い
は
き
も
ん
一
つ
つ
ゝ
と
る
へ
き
由
い
ら
ん
す
、
く（

曲
）せ

事
の
よ
し
申
せ
は
、
貴
布
祢
の
神
事
に
は
い
つ
れ
も
給
よ
し
申
、
八
つ
ゝ
い
た
す
由
申
、

又
貴
布
祢
に
て
な（

長
櫃
）か

ひ
つ
の
な
か
へ
く（

黒
木
）ろ

き
い
る
れ
は
、
も（

持
）つ

ま
し
き
よ
し
申
て
、
わ（

草
鞋
カ
）

ら
ん
し
は
き
な
か
ら
ゑ（

縁
）ん

へ
あ
か
り
て
と
り
い
た
す
間
、

け（
家
来
）ら

い
の
氏
人
と
中
間
一
段
く（

曲
）せ

事
の
由
申
て
、
ち（

打
擲
）や

う
ち
や
く
す
、

御
へ（

幣
）い

参
、
九
本
也
、
お
く
ま
て
参
て
、
は（

端
社
）し

の
は（

拝
殿
）い

て
ん
へ
よ
る
、
し（

初
献
）よ

こ
ん
こ（

昆
布
）ふ

・
ゑ（

海
老
）ひ

、
社
務
前
く（

供
饗
）き

や
う
、
氏
人
み
な
ひ（

平
折
敷
）

ら
お
し
き
也
、

三よ
き
さ
け
、か
に
こ
り
の
、

か
わ
ら
け
、
ひ（

冷
）や

也
、
二
こ
ん
鳥
の
す
い
物
、
よ
き
さ
け
、
か（

燗
）ん

し
て
、
三さ

ん

と
い
り
に
て
一
返
と
を
す
、
三
こ
ん
め
お
た
い
、
さ
ん
と

い
り
に
い
る
ゝ
、
あ
ひ
ま
せ
、
し（

白
）ろ

き
か（

土
器
）わ

ら
け
に
入
て
、
お
し（

汁
）る

に
も
ち
い
る
、
御
ま
わ
り
な（

膾
）ま

す
・
と
ひ
う
を
と
の
」（
16
ウ
）
や（

焼
物
）き�

も
の
、
と
ひ
う
を
の
む
し
り
物
也
、
か
す
三
、
に
こ
り
さ
け
、
あ
ひ
の
物
に
て
と
を
す
、
お
ゆ
ま
い
り
て
せ
ん
あ
く
る
、
か
わ
ら
け
の
物

二
つ
、
一
つ
は
と
ひ
う
を
の
け
つ
り
物
、
一
つ
は
く
き
也
、
う（

謡
）た
い
あ
り
て
、
さ
け
こ
と
の
ほ
か
こ
る
、
日
く
る
ゝ
也
、
一
野
の
し（
芝
）は
に

て
さ
け
あ
り
、
ひ
や
也
、
い
つ
も
か
く
の
こ
と
し
、
道
々
う
た
い
に
て
五
の
す
き
に
下
向
申
、

お（
奥
社
）く
の
御
料
か（
唐
鮭
）ら
さ
け
一
し
や
く
、
と
ひ
う
ほ
五
つ
、
た
い
は
ん
に
は
ま
い
ら
す
る
ゝ
、
御
ま
か
り
も
ね
ん
し
よ
か
た
へ
す
る
也
、
は
ま

ち
を
ま
い
ら
し
て
御
ま
か
り
と
り
て
、
御
た
な
の
か
ら
さ
け
を
い
た
す
、
ね
ん
し
よ
か
た
へ
也
、

〈
て
ん
き
よ
し
、〉
十
八
日
、
こ
二
郎
神
事
す
る
〳
〵
と
す
き
て
目
出
度
由
申
、
礼
に
き
た
ら
る
ゝ
、

〈
て
ん
き
よ
し
、〉
十
九
日
、
宮
内
少
輔
日
供
こ
い
て
、
し
や
う
ち
ゐ
ん
へ
遣
、
御
さ（

菜
）い
と
も
も
り
な
を
す
、
ひ（
備
中
）つ
ち
う
守
き
た
り
て
さ（
雑
談
）う

た
ん
せ
ら
る
ゝ
間
、
馬（

茂
久
）場
殿
ひ
ま
候
は
ゝ
御
出
て
あ
り
て
、」（
17
オ
）
ち（
茶
）や
御
ま
い
り
候
へ
の
由
申
て
、
人
を
参
す
る
、
や
か
て
御
ま
い

り
あ
り
、
ち
や
ま
い
ら
し
て
さ
う
た
ん
申
、
志
摩
守
ち
や
を
た
て
ら
る
ゝ
也
、

廿
日
、
常
証
坊
よ
り
た
く
の
か
ゝ
み
二
、
牛
王
二
ま（

枚
）い
た
ふ
、
あ
か
に
か
ゝ
み
を
入
て
、
み
な
く（
宮
内
少
輔
）
な
い
の
せ
う
に
も
い
わ
ふ
、

廿
一
日
、
し（

侍
従
）ゝ

う
か
た
よ
り
た
く
の
か
ゝ
み
一
、
牛
王
一
ま
い
た
ふ
、

廿
二
日
、
歌
頭
右
京
進
妙
観
寺
に
て
す
る
、
当
座
あ
り
、
一
こ
ん
ほ（

芳
飯
）う
は
ん
に
て
、
の
ち
に
う（

謡
）た
い
あ
り
、
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廿
三
日
、
か（

庚
申
）う

し
ん
ま
つ
、

廿
四
日
、
神
光
院
に
連
歌
あ
り
、
し（

認
）た

ゝ
め
す
き
て
よ
る
、
や
か
て
ま
め
に
て
酒
と
を
る
、
よ
を
た
い
二
の
せ
ん
あ
り
、

廿
五
日
、
勝
願
院
あ（

朝
飯
）さ

め
し
あ
り
、
馬（

茂
久
）場

殿
・
某
・
竹
林
・
左
馬
亮
・
民
部
亮
・
坊
主
ま
て
座
敷
五
人
也
、
ほ（

奔
走
）ん

そ
う
也
、
こ
と
の
ほ
か

酒
し
い
ら
る
ゝ
也
、
一
日
よ
ふ
也
、

廿廿

六
日
、
竹
林
庵
よ
り
歌
題
の
詩
を
つ
く
り
て
お
く
ら
る
ゝ
也
、」（
17
ウ
）

廿
七
日
、
氏
人
か
た
しよ

り
礼
に
き
た
る
、
と（

年
寄
）し

よ
り
ひ（

備
中
）つ

ち
う
守
同
道
、
出
羽
守
、
さ（

沙
汰
）た

人
左
馬
助
・
左
京
助
・
又
二
郎
・
所
司
・
目
代
、

初
こ（

献
）ん

き（
給
仕
）う

し
す
る
、
に（

二
献
）こ

ん
ま
へ
の
こ
と
し
、
さ
け
こ
と
の
ほ
か
し
い
る
、
二
日
を
す
る
也
、「（

行
間
補
書
）

の
ち
に
う
た
い
あ
り
、
と
し
よ
り
か

へ
り
て
の
ち
の
事
也
、」

廿
八
日
、

「（
行
間
補
書
）

廿
九
日
、
森
泰
久
か（
皮
袴
）わ
は
か
ま
・
か（
肩
衣
）た
き
ぬ
き
て
、
な（
長
橋
）か
は
し
と
の
へ
、
こ
の
な（
中
隔
）か
へ
を
と
ら
る
ゝ
、
あ
る
ま
し
き
く（
曲
）せ
事
の
由
氏
人

み
な
〳
〵
申
、
ま
へ
〳
〵
ふ（
仏
詣
）つ
け
い
の
時
は
か
さ
と
つ
と
く
、」

二
月
朔
日
、
み
な
〳
〵
礼
に
き
た
る
、

二
日
、
馬（

茂
久
）場
殿
昨
日
の
礼
に
い
く
、
よ
き
ち（
茶
）や
あ
り
、

三
日
、
ひ（

備
中
）つ
ち
う
の
守
の
と
こ
ろ
へ
み（
御
棚
）た
な
の
御
料
遣
す
、

四
日
、
中
坊
よ
り
六
日
連
歌
す
へ
き
由
の
使
あ
り
、
前
人
数
こ
れ
よ
り
人
を
遣
へ
き
由
申
、
然
共
す
く
に
申
さ
れ
候
て
、
よ
く
候
は
ん
す

る
よ
し
申
間
、
則
泉
ま
い
る
也
、

五
日
、
ひ（

備
）つ
中
守
の
と
こ
ろ
へ
行
、
か（
貝
）い
・
さ（
雑
煮
）う
に
・
す
い
物
に
て
酒
あ
り
、「（
行
間
補
書
）

当
座
よ
む
、
梅
花
さ
か
り
ゆ
へ
也
、」

六
日
、
中
坊
へ
連
歌
に
行
、
粥
あ
り
、
ま
め
と
を
り
て
後
、
さ
ん　
　

の
か
い
に
て
、
さ（

酒
）け
と
を
る
、
よ
を
た
い
、
お
ま
は
り
十
に
て
、
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お
し
る
二
つ
、
一
た
ん
の
ほ（

奔
走
）ん

そ
う
也
、」（
18
オ
）

七
日
、
雨
ふ
る
、

　
　
　
　
　
「（
別
筆
）

　

神
主

　
　
　
　
　
　
　

竹
内
師
久
日
記
」　　

」（
18
ウ
）

享
禄
五
年
正
月
十
五
日
、
社
務
よ
り
、
御
た（
棚
）な
の
御
料
か（
籠
）こ
に
入
て
、
く
さ
り
た
る
と（
飛
魚
）ひ
う
を
一
・
く
さ
り
た
る
ゑ（
海
老
）ひ
一
・
す
る
め
三
を

ひ
と
か
こ
に
入
て
、
一
社
へ
く
は
ら
る
ゝ
也
、
前
代
未
聞
也
、

（
約
一
〇
行
分
空
白
）　　

」（
19
オ
）

天
文
四
年
十
月
廿
日
、
森
泰
久
く（
歓
楽
）わ
ん
ら
く
大
事
な
る
に
よ
り
て
、
を（
押
手
）し
て
を
い
た
し
申
さ
る
ゝ
也
、
同
十
月
三
日
、
一
原
野
の
す
あ
ふ

あ
る
に
よ
り
て
、
御
を
し
て
い
れ
申
へ
き
由
、
別
当
へ
あ（

案
）内
あ
り
、
別
当
返
し
、
精
進
も
い
た
さ
す
に
い
る
に
は
■
い
か
ゝ
の
由
申
、
重
而

し（
精
進
）や
う
し
に
て
な
く
は
、
精
進
の
頭
を
や
と
い
て
、
お
し
て
い
れ
申
へ
き
由
申
さ
る
ゝ
時
、
某
あ
り
あ
ひ
て
お
し
て
は
ひ（
秘
密
）ん
み
つ
に
て
、
社

務
と
別
当
計
存
る
事
、
く
か
ひ
の
人
に
し
ら
せ
ら
る
へ
き
こ
と
あ
る
ま
し
き
由
申
、
又
別
当
な
に
と
承
候
と
ゆ
ふ
と
も
、
三
日
ま
へ
に
御

あ（
案
内
）ん
な
い
な
し
、
こ
と
に
御
く
わ
ん
ら
く
に
て
御
お
し
て
な
く
て
は
と
、
い
か
や
う
に
き
し
き
あ
る
へ
き
こ
と
と
い
□
由
」（
19
ウ
）
申
■

は
、
泰
久
ま
い
ら
す
と
も
、
い
れ
申
と
申
さ
れ
候
こ
と

■
こ（
言
語
道
断
）
ん
こ
た
う
た
ん
の
く（
曲
）せ
事
申
さ
る
ゝ
也
、
そ
の
い
こ
某
に
社
務
も
つ
へ
き

由
、
十
五
人
の
な
か
よ
り
度
々
使
あ
り
、
万
不
審
の
間
ゑ
も
つ
ま
し
き
由
申
す
と
い
へ
と
も
、
あ
ま
り
し
け
く
申
間
、
同
心
し
候
へ
は
、
森

泰
久
て（

伝
奏
、勧
修
寺
尹
豊
カ
）

ん
そ
う
へ
申
、
社
務
あ
ら
た
め
候
は
ん
よ
し
、
し
か
る
へ
か
ら
す
、
此
間
の
こ
と
く
た
る
へ
き
由
、
お（

折
紙
）り
か
み
を
つ
け
ら
る
ゝ
あ
ひ
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た
、
某
い（

妹
）も

う
と
を
も
つ
て
社
務
十
月
廿
日
に
お
し
て
を
い
た
し
申
さ
る
ゝ
上
は
、
社
務
し（

上
表
）や

う
ひ
や
う
ま
か
い
な
き
由
申
せ
は
、」（
20
オ
）

お
し
て
い
た
し
申
て
も
、
社
務
た
る
へ
き
か
、
又
あ
く
る
も
の
か
、
社
れ（

例
）い

申
へ
き
よ
し
、
松（

数
久
）下

氏
人
へ
御
お
り
か
み
を
御
つ
け
あ
り
、
お

し
て
を
い
た
し
申
て
は
、
社
務
に
て
は
な
き
由
、
氏
人
御
返
し
申
、
九
日
御
さ（

掃
除
）う

し
宅
家
ひ（

備
後
）ん

こ
を
以
て
お
し
て
を
い
た
し
申
て
も
、
社
務

は
あ
け
ぬ
由
申
さ
る
ゝ
、
い
か
ゝ
候
は
ん
や
と
申
さ
れ
、
又
今
日
の
神
事
は
ま
つ
社
務
な
し
に
て
お
こ
な
ひ
候
へ
と
仰
ら
れ
、
心
得
申
由
申

処
に
、
夜
九
の
時
分
大（

内
裏
）り

の
御
門
を
た
ゝ
き
あ
け
て
、
今
参
の
局
へ
行
て
人
を
つ
れ
て
、
て（

伝
奏
）ん

そ
う
へ
行
て
、
今
日
の
神
事
か（

欠
）く

る
間
、
社

務
之
き
仰
つ
け
ら
れ
候
へ
と
申
せ
は
、
て
ん
そ
う
よ
り
今
日
の
」（
20
ウ
）
神
事
森
泰
久
ね（

禰
宜
分
）きふ

ん
に
て
神
事
ふ（

無
事
）し

に
お
こ
な
ひ
候
へ
と
の

を（
折
紙
）り

か
み
を
取
て
氏
人
へ
つ
く
る
也
、
文
ま（

盲
）う

に
て
あ
さ
ま
し
き
由
、
お
の
〳
〵
申
て
、
わ（

笑
）ら

う
也
、
其
已
後
十
五
人
の
な
か
よ
り
も
出

羽
守
さ（

沙
汰
）た
人
き
た
り
て
、
社
務
か
ゝ
ゆ
へ
き
由
申
、
又
森
へ
は
ち（
筑
後
）く
こ
の
守
さ
た
人
行
て
、
社
務
御
け（
競
望
）い
は
う
し
か
る
へ
か
ら
す
の
由
申
、�

ゑ（
叡
慮
）い
り
よ
の
き
、
又
氏
人
か
た
〳
〵
き
を
も
つ
て
十
一
月
廿
日
に
お
し
て
を
い
れ
申
、
社
務
を
も
つ
者
也
、」（
21
オ
）

（
半
丁
白
紙
）」（
21
ウ
）

天
文
四
年
十
二
月
廿
八
日
、
公（
足
利
義
晴
）
方
様
御
方
た（
違
）か
い
に
御
な
り
あ
る
□
き
由
申
さ
れ
て
、
い（
飯
尾
貞
広
）
の
を
の
中
務
・
ゆ（
結
城
）ふ
き
・
あ（
荒
川
氏
隆
カ
）

ら
か
は
、
両
三
人

御
使
と
し
て
き
た
ら
る
ゝ
也
、
せ
う
ゐ
ん
あ
ん
を
お
き
て
御
な
り
な
さ
る
へ
き
寺
あ（

庵
）ん
も
な
き
由
申
せ
は
、
と
を
り
さ
ま
に
大
か
た
見
候
、

ほ（
宝
泉
）う
せ
ん
坊
か
せ（
勝
願
院
）う
く
わ
ん
ゐ
ん
に
て
候
、
あ（
案
内
者
）ん
な
い
㋑［
し
］
や
給
候
へ
、
な
を
〳
〵
よ
く
〳
〵
見
候
は
ん
由
申
さ
れ
候
間
、
と（
徳
雲
庵
）く
う

ん
あ
ん
・
け（

桂
林
庵
）いり
ん
あ
ん
・
ほ
う
せ
ん
坊
・
ち（
竹
林
庵
）くり
ん
あ
ん
□〔
せ
ヵ
〕う
く
わ
ん
ゐ
ん
、
五
ヶ
寺
を
せ（
所
司
）う
し
・
目
代
あ
ん
な
い
し
や
に
て
さ
き
へ

し
よ
く
を
あ
ん
な
い
に
つ
か
は
し
て
見
申
て
候
、
ほ
う
せ
ん
坊
か
せ
う
く
わ
ん
ゐ
ん
か
よ
く
候
は
ん
よ
し
、
申
さ
れ
候
也
、
五
か
寺
を
し

る
し
て
返
り
て
、
や
か
て
明
日
廿
九
日
に
せ
う
し
さ（

雑
掌
）つ
し
や
う
を
い
つ
れ
に
て
も　
　

由
申
せ
は
、
又
中
務
よ
り
使
あ
り
て　
　
　
　
　

」

（
22
オ
）
い
つ
く
と
申
也
、
さ
て
は
御
座
所
の
た
ゝ
み　
　
　

又
こ
う
か
い
し
よ
御
ま（

間
中
）な
か
く
ろ
木
つ
く
り
に
つ
か
㋑［
ま
つ
る
］
へ
き
由

禰
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申
さ
る
ゝ
、
せ（

先
例
）ん

れ
い
な
き
由
申
せ
と
も
、
仕
へ
き
由
申
さ
る
ゝ
間
、
御
う
け
申
也
、
せ
う
く
わ
ん
ゐ
□
上
い（

意
）へ

御
わ（

詫
）ひ

事
申
さ
る
ゝ
由

申
さ
る
ゝ
間
、
氏
人
ぬ（

縫
殿
助
）いの

す
け
所
い
か
ゝ
あ
る
へ
き
申
せ
は
、
よ
く
候
由
に
て
、
ぬ
い
所
へ
御
な
り
あ
り
、
某（

竹
内
明
久
）

神
主
・
森
泰
久
、
又
氏

人
一
は（

和
尚
）ん

し
や
う
河
内
、
二
は（

和
尚
）ん

し
や
う
ひ（

備
中
）つ

ち
う
□
れ
い
申
へ
き
由
申
、
一
は
ん
し
や
う
の
所
へ
ゆ
き
て
時
分
待
申
也
、
さ（

酒
）け

い
た
さ

る
ゝ
也
、
さ
て
き（

金
覆
輪
）んふ

く
り
ん
、
く（

巻
数
）は

ん
し
ゆ
に
て
御
れ
い
申
、
御
た（

対
）い

面
あ
り
、
氏
人
に
て
御
た
い
め
ん
あ
り
、
せ（

前
代
未
聞
）

ん
た
い
み
も
ん
候
、」

（
22
ウ
）
て（

亭
）い

主
ぬ
い
の
す
け
を
め
し
て
、
御
太
刀
・
あ（

青
地
）を

ち
の
と（

緞
子
）ん

す
く
た
る
ゝ
也
、
正
月
六
日
せ（

節
分
夜
）ちふ

ん
の
よ
㋑［
の
］
事
也
、
十
四

日
に
い
の
を
の
中
務
御
使
と
し
て
□
ら
れ
、
社
家
の
さ（

雑
掌
）つ

し
や
う
、
氏
人
の
さ
つ
し
や
う
よ
ひ
出
て
、
上
い
よ
り
御
た（

樽
）る

三
十
か（

荷
）・

お（
折
）り

三
十
か（

合
）う
く
た
さ
る
ゝ
也
、
御
た
る
か
三
十
一
か
、
お
り
は
二
十
か
う
あ
り
、
と
く
う
ん
あ
ん
に
て
け（
検
校
カ
）んか
う
し
て
か
た
ち
け
な
き
由
申
、

今
日
よ
り
十
七
日
ま
て
御
神
事
に
て
あ
る
間
、
そ
れ
す
き
て
御
れ
い
に
ま
い
る
へ
き
由
申
、
中
務
に
か（

燗
）ん
し
て
さ
け
い
た
す
、
某
は
ひ（
冷
）や

に
て
也
、
の
ち
に
へ
ち
て
か
ん
し
て
の
む
、
坊
主
よ
ひ
出
し
て
さ
け
た
ふ
、
十
八
日
に
く
わ
ん
し
ゆ
に
て
御
れ
い
に
ま
い
る
、
氏
人
民
部

丞
ま
い
る
、
御
た
い
め
ん
あ
り
、
せ
ん
㋑［
た
い
］」（
23
オ
）
未
聞
也
、
申
つ
き
は
い（
伊
勢
）せ
の
ひ
せ
ん
の
守
□
□
の
申
つ
き
も
同
、
中
務
・

ひ
せ
ん
し（

白
州
）ら
す
ま
て
お
く
り
て
れ（
礼
）い
あ
り
、
ま
へ
〳
〵
は
さ
や
う
に
な
き
也
、

（
約
一
〇
行
分
空
白
）」（
23
ウ
）

天
文
六
年
正
月

㋑［
一
］
日
、
つ
ね
の
こ
と
く
御
か
ん
す
き
て
社
参
申
、
太
田
よ
り
氏
神
へ
参
、
近
江
守
三
日
せ
ち
す
る
、
夕
か
た
御
神
事
、

□〔
二
〕日
、
一
の
鳥
居
よ
り
出
し
申
、
御
神
事
つ
ね
の
こ
と
し
、
ち（
手
斧
始
カ
）
や
う
き
は
し
め
す
き
て
、
も（
母
屋
）や
の
座
へ
よ
る
、
志
摩
守
一
人
の
こ
る
、
夕

御
料
と
を
る
、
は
ん
の
も
ち
、
対
馬
守
所
望
せ
ら
る
ゝ
、
拝
礼
の
座
つ
ね
の
こ
と
し
、

□〔
三
〕日　
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（
約
五
行
分
空
白
）」（
24
オ
）

（
半
丁
白
紙
）」（
24
ウ
）

お
（
応
永
）う

ゑ
ひ
廿
七
年
八
月
廿
二
日

　

御
ふ（

服
）く

の
御
寸
ほ（

法
）う

御
な（

直
衣
）を

し
の
御
た（

丈
）け

四
尺
七
寸
、
御
そ（

袖
丈
）て

た
け
三
尺
七
寸
、
御
そ（

衣
）の

た
け
五
尺
三
寸
、
御
袖
た
け
四
尺
一
寸
、
御
は（

袴
）か

ま
二
す
ん
、
御
こ（

腰
）し�

一
ち（

丈
）や

う
二
尺
、
御
こ
し
の
い
と
一
丈
二
尺
、
御
む（

紫
）ら

さ
き
の
御
は
か
ま
三
尺
七
寸
、
御
こ
し
六
尺
、
御
こ
し
の
い
と
一
丈
二
尺
、
な（

奈
良
）ら

の
御
ふ
く
の
御
た
け
二
尺
五
寸
、
そ
の
た
け
二
尺
、」（
25
オ
）
□
せ
ん
の
御
く
り
い
と
八
尺　
　
　

い
と
八
尺
、

御
う（

打
烏
帽
子
）
ち
ゑ
ほ
し
の
御
く
み
二
ち
や
う
六
尺
二
□
二
寸
、
御
い
と
め
う
め
し
や
の
御
ふ　
　
　

五
し
や
く
か
ね
の
分
、

御
わ
た
二
百
め
納
、

御
せ
ん
の
二
十
五
文
目
、
な
ら
の
十
八
分
め
、

御
せ
ん
の
御
く
り
い
と
八
し
や
く
三　
　
　
　
　

」（
25
ウ
）


